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安全にお使いいただくために 

●製品を使用する前に、必ずこのマニュアルをお読みください。 

●注意事項を守って製品をご使用ください。 

●このマニュアルは、必要なときすぐに参照できるよう、お手元に保管してください。 

 

表記について 

本書では、本ソフトウェアを安全に正しくお使いいただき、お客様への危害や財産への損害を未然に防止す

るために、次の絵表示を使用しています。これらの絵表示の個所は必ずお読みください。 

●安全性に関する事項 

 
危険 

指示を守らないと、人が死亡または重傷を負う危険が切迫して生じることが

想定されることを示します。 

 
警告 

指示を守らないと、人が死亡または重傷を負う可能性が想定されることを示

します。 

 
注意 

指示を守らないと、人が傷害を負う可能性または物的被害のみが想定される

ことを示します。 

●安全のために 

 
注意事項 安全のために、その行為を強制することを示しています。 
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操作編 

 

UPSドメインコントローラの概要 

■ 「UPS ドメインコントローラ」とは、小型単相 UPS（無停電電源装置）の状態監視、電源障害時の自動シャット

ダウン、システムの自動運転を行うとともに、複数の小型単相 UPS および小型単相 UPS に組み込まれた Network 

Agent Card および Web/SNMP Card を常時一元管理することができるソフトウェアです。 

■ UPS ドメインコントローラは、UPS モニタと組み合わせてネットワークに接続されているコンピュータに使用 

すると、電源管理の機能を最大限に利用することが可能になる電源管理ソフトウェアです。UPS ドメインコント

ローラを使用すると、ネットワーク上にある UPS モニタがインストールされているコンピュータを介して 

他の小型単相 UPS の状態を一元監視、一括設定、一括制御を行うことが可能です。 

■ 電源障害等のイベント発生時に、コマンド起動や管理者に電子メールを送信する事が可能です。 

■ UPS ドメインコントローラは、UPS ドメインモニタと UPS ドメインエクスプローラで構成されます。 

■ UPS ドメインエクスプローラは表示、設定、制御の３つのモードで構成されます。それぞれのモードによって 

表示内容は異なります。 

■ UPS ドメインコントローラから Network Agent Card および Web/SNMP Card に対しては、 

以下の機能を提供します。 

・ 管理情報表示 

・ チャート表示 

・ バーグラフ表示 

・ 構成管理情報設定 

 

注意事項 

※UPS モニタ（非ネットワーク）をインストールしたコンピュータには、UPS ドメインコントローラを 

インストールすることはできません。 

※UPS ドメインエクスプローラで各種設定を変更した場合に、再インストールや再起動する必要はありません。 

※接点方式インタフェースの小型単相 UPS では、以下の機能が制限されます。 

・ 表示モード 

グラフ表示機能 

・ 設定モード 

シャットダウンタイミング設定機能における、負荷セグメントの設定や電源回復時の遅延時間設定機能 

スケジュール設定機能 

・ 制御モード 

シャットダウン/リブート制御機能 

セルフテスト制御機能 
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UPSドメインモニタの基本操作 

OS を起動すると、タスクトレイに UPS ドメインモニタアイコン が表示されます。 

UPS ドメインモニタアイコンを右クリックすると、ポップアップメニューが表示されます。 

 
[ポップアップメニュー] 

【機能】 

■ UPS ドメインモニタは、常にバックグラウンドで動いています。 

■ 電源状態が変化すると、UPS ドメインモニタ設定に従い動作します。 

 

【操作】 

機能名称 動作概要 ショートカットキー

UPS ドメイン 

エクスプローラ 
UPS ドメインエクスプローラを起動します。 無し 

警報通知動作設定 

UPS ドメイン配下の小型単相 UPS の状態変化時に UPS ド

メインエクスプローラを起動するかしないかを設定する

ことが可能です。 

無し 

UPS ドメインモニタの 

バージョン情報 
UPSドメインモニタのバージョン情報画面を表示します。 無し 

 

 

【説明】 

■ 「UPS ドメインエクスプローラを自動起動する」に設定すると、UPS ドメイン配下の小型単相 UPS の状態変化時

に UPS ドメインエクスプローラが自動起動されるようになります。 

■ 初期起動時の警報通知動作は、「UPS ドメインエクスプローラを自動起動する」に設定されています。 

■ キーボードによる UPS ドメインモニタの操作 

1．Windows ロゴキー（Ctrl + ESC）を押しスタートメニューを出します。 

2．ESC キーを押してキャンセルし、「スタート」ボタンにフォーカスが移っていることを確認します。 

3．UPS ドメインモニタアイコンのある「タスクトレイ」にフォーカスが移るまで Tab キーを押します。 

4．矢印キーで UPS ドメインモニタアイコンにフォーカスを移動します。 

5．アプリケーションキー（Shift＋F10）を押すとポップアップメニューが表示されます。 

6．矢印キーを使って項目移動し、リターンキーで選択位置の項目を実行します。 

 

 

注意事項 

※UPS ドメインモニタは、ポップアップメニューのみの操作となります。 
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UPSドメインエクスプローラ自動起動の設定 

ポップアップメニューから、警報通知動作設定を選択し、希望の動作を選択します。 

 

[ポップアップメニューの警報通知動作設定] 

 

【機能】 

■ UPSドメイン配下の小型単相UPSの状態変化時にUPSドメインエクスプローラを自動起動する/しないの設定をし

ます。 

 

【操作】 

ポップアップメニュー 

機能名称 動作概要 

UPS ドメインエクスプロ

ーラを自動起動する 

UPS ドメイン配下の小型単相 UPS の状態変化時に UPS ドメインエクスプローラを

自動起動させる場合に選択します。 

UPS ドメインエクスプロ

ーラを自動起動しない 

UPS ドメイン配下の小型単相 UPS の状態変化時に UPS ドメインエクスプローラを

自動起動させない場合に選択します。 

 

 

【説明】 

■ UPS ドメインエクスプローラ自動起動を「UPS ドメインエクスプローラを自動起動する」に設定すると、UPS ドメ

イン配下の小型単相 UPS の状態変化時に UPS ドメインエクスプローラが自動起動されるようになります。 

■ 初期起動時の警報通知動作は、「UPS ドメインエクスプローラを自動起動する」に設定されています。 

■ ポップアップメニュー上に現在の設定をチェックマークで示します。 

 

 



Power-SOL 取扱説明書 4 UPS ドメインコントローラ【操作編】

 

 

バージョン情報 

ポップアップメニューから、「バージョン情報」を選択すると表示されます。 

 

 
[バージョン情報] 

 

【機能】 

■ UPS ドメインモニタのバージョン情報を表示します。 

 

【操作】 

表示名称 表示内容 

Power-SOL for Windows Release X.X Power-SOL のバージョンを表示します。 

コンピュータ名 
UPS ドメインモニタをインストールしたコンピュータ名を表示しま

す。 

IP アドレス 
UPSドメインモニタをインストールしたコンピュータのIPアドレスを

表示します。 

OS 名 OS 名及びそのバージョンを表示します。 

UPS ドメインモニタ 

for Windows Ver X.XX
UPS ドメインモニタのバージョンを表示します。。 

 

【説明】 

■ 使用中の UPS ドメインモニタのバージョン情報及びコンピュータの情報を表示します。 
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UPSドメインエクスプローラの起動 

タスクトレイ上の UPS ドメインモニタアイコンを右クリックし、表示されるメニューから「UPS ドメインエクスプ

ローラ」を選択すると、UPS ドメインエクスプローラ画面が表示されます。 

 

［UPS ドメインエクスプローラ画面例］ 

 

【機能】 

■ UPS ドメインエクスプローラ画面では、次の事ができます。 

・ 複数の UPS グループの一元監視 

・ 複数の UPS グループの一括設定 

・ 複数の UPS グループの一括制御 

・ 複数の Network Agent Card の監視 

・ 複数の Web/SNMP Card の監視 

・ UPS ドメイン内の各機器の状態表示 

・ UPS ドメイン内の各機器の各種設定 

・ ログファイルの表示とクリア 

・ UPS ドメイン内のコンピュータのシャットダウンと再起動 

・ UPS ドメイン内の小型単相 UPS のセルフテスト 
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【メニューバーの操作】 

機能名称 動作概要 ショートカットキー 

ファイル － Alt + F 

モニタ再接続 UPS ドメインモニタと再接続します。 [Alt + F]押下後に C 

アクセスコード入力 アクセスコードの入力画面を表示します。 [Alt + F]押下後に A 

プロパティ プロパティ画面を表示します。 [Alt + F]押下後に P 

アプリケーションの終了 UPS ドメインエクスプローラを終了します。 [Alt + F]押下後に X 

モード － Alt + M 

表示 
UPS ドメインエクスプローラ画面を表示モードに

します。( ボタン) 
[Alt + M]押下後に D 

設定 
UPS ドメインエクスプローラ画面を設定モードに

します。( ボタン) 
[Alt + M]押下後に S 

制御 
UPS ドメインエクスプローラ画面を制御モードに

します。( ボタン) 
[Alt + M]押下後に C 

ヘルプ － Alt + H 

ヘルプ 
UPS ドメインエクスプローラのヘルプ画面を表示

します。 
[Alt + H]押下後に H 

UPS ドメインエクスプローラの

バージョン情報 

UPS ドメインコントローラのバージョン情報画面

を表示します。 
[Alt + H]押下後に A 

 

【説明】 

■ UPS ドメインエクスプローラを起動すると UPS ドメインモニタへ起動通知を行い、UPS ドメインエクスプローラ

を起動するための初期設定を行います。 

 

［起動通知画面］ 

 

■ UPS ドメインエクスプローラ画面表示後に、設定及び制御モードを使用する場合は、「ファイル」メニューの「ア

クセスコード入力」を選択してください。アクセスコード入力画面が表示されます。 

 
［アクセスコード入力画面］ 

 

アクセスコードを入力し「OK」ボタンを選択すると、UPS ドメインエクスプローラ画面の設定及び制御モードが

操作可能になります。 

アクセスコードが間違っていた場合は、設定モード及び制御モードが使用できません。 
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注意事項 

※UPS ドメインエクスプローラ画面が最新の情報に更新されない場合は、「ファイル」メニューの「モニタ再接

続」を選択してください。UPS ドメインエクスプローラの再起動をする必要はありません。 

※アクセスコードは UPS ドメインコントローラのインストール時に設定したものです。アクセスコードを変更す

る場合は、設定モードの「セキュリティ」メニューで設定してください。詳しくは、「セキュリティ」の項を

参照してください。 
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UPSドメインエクスプローラの基本操作 
 

 

［UPS ドメインエクスプローラ画面例］ 

 

■ UPS ドメインエクスプローラ画面は以下のウィンドウで構成されています。 

・ ツリー表示フレーム（画面①部分） 

現在の UPS ドメイン構成情報をツリー形式で表示します。 

・ タブ表示フレーム（画面②部分） 

UPS ドメインエクスプローラのメイン画面です。モードやタブメニューの選択によって表示内容は 

変わります。 

・ メッセージ表示フレーム（画面③部分） 

UPS ドメイン内の小型単相 UPS の状態や電源状態のメッセージが表示されます。 

・ ステータスバー（画面④部分） 

現在選択されているモード名やアイコン情報を表示します。 

 

【ステータスバー】（画面④の部分） 

表示名称 表示内容 

モード 現在選択及び表示しているモードを表示します。 

アイコン情報 警報状態が表示されます。 

UPS ドメイン 所属している UPS ドメイン名が表示されます。 

 

 

① 
② 

③ 

④ 
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キー入力によるフォーカス移動 

■ UPS ドメインエクスプローラはキー入力操作によるフォーカス移動をサポートしています。 

 

 

［UPS ドメインエクスプローラ画面例］ 

 

【操作】 

表示部 ショートカットキー 操作概要 

上図① 

メニューバー 
Alt 

フォーカス移動後、矢印キーを使って項目移動をします。

各操作キーについては、『「UPS ドメインエクスプローラの

起動」の【メニューバーの操作】』の項を参照してください。

上図② 

ツリー表示フレーム 
Ctrl + 1 フォーカス移動後、矢印キーを使って項目移動をします。

上図③ 

タブ表示フレーム 
Ctrl + 2 

フォーカス移動後、矢印キーを使ってタブ移動をします。

 

各タブ画面内へフォーカスを移動するには、目的のタブを

選択した状態で Tab キーを押してください。 

Tab キーを数回押す（タブ画面のボタン等、コントロール数

により異なります）とタブへ戻ります。 

 

タブ画面内各操作キーについては、『各タブ画面の【操作】』

の項を参照してください。 

上図④ 

メッセージ表示フレーム 
Ctrl + 3 フォーカス移動後、矢印キーを使って行の移動をします。

 

 

① 

② 

③ 

④ 
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モード 

■ UPS ドメインエクスプローラは表示、設定、制御の３つのモードで構成されています。それぞれのモードに沿っ

て UPS ドメインエクスプローラ画面に表示される各タブメニューの内容が異なります。 

■各モードの設定は、UPS ドメインエクスプローラ画面の「モード」メニューからそれぞれ選択するか、

ツールバー上で選択します。現在選択されているモード名が、ステータスバーに表示されます。 

         
    [ツールバー]                 [ステータスバー] 

 

■ 管理情報、小型単相 UPS の状態、電源ログや計測ログを見る場合は「表示」モードを選択してください。 

選択できるタブメニューは、管理情報、チャート、グラフ、電源ログ、計測ログです。 

■ 構成管理の設定やログ設定、シャットダウンタイミングの設定などを行う場合は、「設定」モードを 

選択してください。 

選択できるタブメニューは構成管理、シャットダウンタイミング、スケジュール、ログ設定、警告カスタマイズ、

セキュリティです。 

■ 小型単相 UPS の制御を行う場合は、「制御」モードを選択してください。 

選択できるタブメニューは、UPS シャットダウン/リブート、UPS セルフテストです。 

 

ツリー表示 

■UPS ドメインエクスプローラのツリー表示フレームに UPS ドメイン配下の構成がツリー表示されます。ツリー上

からアイコンまたは名称を選択されたものが、UPS ドメインエクスプローラ画面の操作対象となります。 

 

［ツリー表示フレーム画面例］ 

 

例えば、チャート画面を表示させたい場合の手順は、次のようになります。 

① 表示モードにする。（モード選択） 

② ツリー画面上から小型単相 UPS アイコンを選択する。（ツリー選択） 

③ タブメニューから「チャート」を選択する。（タブメニュー選択） 

チャート画面の表示は、小型単相 UPS のみが対象となる機能なので、ツリー上から小型単相 UPS アイコン以外の

ものが選択されていると、チャート画面は表示されません。 

このように、各モードに対応した操作を行う対象を、ツリー上のアイコンまたは名称から選択します。 
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・ ツリー表示にて表示されるアイコン 

UPS 

ドメイン 

UPS 

ドメイン 

コントローラ 

UPS 

グループ 
小型単相 UPS 

Network 

Agent Card 

     

Web/SNMP 

Card 

負荷セグメント 

（全体） 

負荷セグメント 

（個別） 

UPS モニタ 

（コントローラ） 

UPS モニタ 

（メンバ） 

     

コンピュータ 
コンピュータ 

周辺機器 

ネットワーク 

機器 
電気機器 

Telnet 

Client 

     

Netshut RCCMD Console その他  

    
 

 

・ 小型単相 UPS の状態変化等のイベント発生時に、ツリー上のアイコン表示が変わります。 

以下は、アイコン状態表示例です。 

 正常 警報 注意 通信異常 運用停止 停電停止 

UPS ドメイン 

コントローラ       

Network 

Agent Card       

Web/SNMP 

Card       

UPS グループ 
      

小型単相 UPS 
      

負荷セグメント 

(全体)  
－ － － 

  

負荷セグメント 

(個別)  
－ － － 
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UPSドメインエクスプローラの操作 
 

表示モード 

■ UPS ドメインエクスプローラ画面の「モード」メニューから、「表示」を選択するか、ツールバー上の    ボタン

を選択すると表示モードになります。 

■ 小型単相 UPS と接続しているコンピュータ、周辺機器の情報や小型単相 UPS の状態などを表示します。ツリー表

示フレームで表示されている UPS ドメイン、UPS ドメインコントローラ、UPS グループ、Network Agent Card、

Web/SNMP Card、小型単相 UPS、負荷セグメント、UPS モニタ（コントローラ）、UPS モニタ（メンバ）の 

各アイコンを選択すると、その情報を表示します。 

 

表示モードにおける、各タブメニューの操作説明を以下に記述します。 

 

管理情報 

UPS ドメインエクスプローラ画面が表示モードの状態で、「管理情報」タブを選択すると表示されます。 

 

［管理情報画面例］ 

 

【機能】 

■ ツリー上に表示されている UPS グループや Network Agent Card、Web/SNMP Card、各接続機器などの、管理情報

を表示します。 

ツリー上で選択されたアイコンによって、表示内容は変わります。 

■ 表示内容は設定モードの「構成管理」にて入力及び変更が可能です。 
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【表示】 

・ UPS ドメイン管理情報（UPS ドメインアイコンを選択した場合） 

表示項目名 表示項目 表示内容 

UPS ワークグループ名 

状態 

グループ数 

UPS 

ワークグループ 

管理情報

UPS 数 

※現在は表示されません。 

UPS グループ名 UPS ドメイン内の UPS グループ名を表示します。 

状態 UPS グループの状態情報を表示します。 

構成 
小型単相UPSのプロダクトNoとシリアルNoを表示

します。 

メンバ 
UPS グループ内の UPS モニタ（メンバ）数を表示し

ます。 

UPS グループ 

管理情報

接続機器数 UPS グループ内の接続機器数を表示します。 

 

・ UPS ドメインコントローラ管理情報（UPS ドメインコントローラアイコンを選択した場合） 

表示項目名 表示項目 表示内容 

コンピュータ名 
UPSドメインコントローラとして使用しているコン

ピュータ名を表示します。 

OS 名 
UPSドメインコントローラとして使用しているコン

ピュータの OS 名を表示します。 

ソフトウェア情報 
電源管理ソフトウェア名及びバージョン情報を表

示します。 

IP アドレス 
UPSドメインコントローラとして使用しているコン

ピュータの IP アドレスを表示します。 

コントローラ情報

冗長監視 ※現在は無効です。 

設置場所 
UPS ドメインコントローラの設置場所を表示しま

す。※ 

管理者名 
UPS ドメインコントローラの管理者名を表示しま

す。※ 

使用者名 
UPS ドメインコントローラの使用者名を表示しま

す。※ 

連絡先 1 連絡先 1を表示します。※ 

連絡先 2 連絡先 2を表示します。※ 

設備管理情報 

コメント コメントを表示します。※ 

※ 設定モードの構成管理で登録した情報が無ければ表示されません。 

詳しくは『構成管理画面の「設備管理情報ウィザード」の【操作】』の項を参照してください 
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・ UPS グループ管理情報（UPS グループアイコンを選択した場合） 

表示項目名 表示項目 表示内容 

コンピュータ名 
UPS モニタ（コントローラ）として使用しているコ

ンピュータ名を表示します。 

OS 名 
UPS モニタ（コントローラ）として使用しているコ

ンピュータの OS 名を表示します。 

ソフトウェア情報 
電源管理ソフトウェア名及びバージョン情報を表

示します。 
コントローラ情報

IP アドレス 

UPS モニタ（コントローラ）として使用しているコ

ンピュータの IP アドレスを表示します。 

ネットワーク ID の設定をコンピュータ名で行って

いる場合は先頭に“*”が表示されます。 

グループ名 UPS グループ名を表示します。 

UPS モニタ（メンバ）数 
UPS グループ内の UPS モニタ（メンバ）数を表示し

ます。 

負荷セグメント数 UPS グループ内の負荷セグメント数を表示します。

グループ構成情報

接続機器数 UPS グループ内の接続機器数を表示します。 

配下メンバ情報 ― 
UPS グループ内の UPS モニタ（メンバ）名を表示し

ます。 

 

 

・ ネットワークカード管理情報（Network Agent Card および Web/SNMP Card アイコンを選択した場合） 

表示項目名 表示項目 表示内容 

コントローラ名 
UPS モニタ（コントローラ）として使用しているネ

ットワークカード名を表示します。 

ソフトウェア情報 
電源管理ソフトウェア名及びバージョン情報を表

示します。 
コントローラ情報

IP アドレス 
UPS モニタ（コントローラ）として使用しているネ

ットワークカードの IP アドレスを表示します。 

設置場所 ネットワークカードの設置場所を表示します。※1

管理者名 ネットワークカードの管理者名を表示します。※1

使用者名 ネットワークカードの使用者名を表示します。※1

連絡先 1 連絡先 1を表示します。※1 

連絡先 2 連絡先 2を表示します。※1 

設備管理情報 

コメント コメントを表示します。※1 
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・ 小型単相 UPS 管理情報（小型単相 UPS アイコンを選択した場合） 

表示項目名 表示項目 表示内容 

UPS 名 小型単相 UPS の名称を表示します。※5 

I/O モジュール名 DL9126-RAPS のモジュール名を表示します。※3 

シリアル No. 小型単相 UPS のシリアル No.を表示します。※2 

プロダクト No. 小型単相 UPS のプロダクト No.を表示します。※2 

ファームウェア Ver. 
小型単相 UPS のファームウェア Ver.を表示します。 

※2 

UPS 接続通信ポート 小型単相 UPS の接続通信ポートを表示します。 

運転構成 DL9126-RAPS シリーズの構成を表示します。※3 

本体情報 

搭載 UPM 台数 
DL9126-RAPS シリーズに搭載されている UPM 台数を

表示します。※3 

設置場所 小型単相 UPS の設置場所を表示します。※1 

管理者名 小型単相 UPS の管理者名を表示します。※1 

使用者名 小型単相 UPS の使用者名を表示します。※1 

連絡先 1 連絡先 1を表示します。※1 

連絡先 2 連絡先 2を表示します。※1 

設備管理情報 

コメント コメントを表示します。※1 

定格出力容量 小型単相 UPS の定格出力容量を表示します。※2 

定格消費電力 小型単相 UPS の定格消費電力を表示します。※2 

定格出力電圧 小型単相 UPS の定格出力電圧を表示します。※2 

定格出力周波数 小型単相 UPS の定格出力周波数を表示します。※2 

定格入力電圧 小型単相 UPS の定格入力電圧を表示します。※2 

定格情報 

定格入力周波数 小型単相 UPS の定格入力周波数を表示します。※2 

UPM モデル名 
DL9126-RAPS シリーズの小型単相 UPS 名称を表示し

ます。※3 

号機番号 
UPM 管理情報修正ダイアログで登録した番号を表示し

ます。※3※4 

シリアル No. 
DL9126-RAPS シリーズのシリアル No.を表示します。

※3 

プロダクト No. 
DL9126-RAPS シリーズのプロダクト No.を表示しま

す。※3 

ファームウェア Ver 
DL9126-RAPS シリーズのファームウェア Ver.を表示

します。※3 

UPM 管理情報 

コメント 
UPM 管理情報修正ダイアログで登録したコメントを表

示します。※3※4 

※1 設定モードの構成管理で登録した情報が無ければ表示されません。 

詳しくは『構成管理画面の「設備管理情報ウィザード」の【操作】』の項を参照してください 

※2 接点方式の小型単相 UPS の場合は表示されません。 

※3 DL9126-RAPS シリーズの場合だけ表示します。 

※4 設定モードの「UPM 管理情報の変更」で登録した情報が無ければ表示されません。 

※5 DL9126-RAPS シリーズの場合表示されません。 
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・ 負荷セグメント管理情報（負荷セグメントアイコンを選択した場合） 

表示項目名 表示項目 表示内容 

状態 
各種負荷セグメントに接続している接続機器状態

を表示します。 

接続機器種別 
各種負荷セグメントに接続している接続機器種別

を表示します。 
― 

名称 
各種負荷セグメントに接続している接続機器名称

を表示します。 

 

・ UPS モニタ（コントローラ）管理情報（UPS モニタ（コントローラ）アイコンを選択した場合） 

表示項目名 表示項目 表示内容 

コンピュータ名 

または 

コントローラ名 

UPS モニタ（コントローラ）として使用しているコ

ンピュータ名を表示します。 

ネットワークカードのアイコンを選択した場合は、

コントローラ名を表示します。 

OS 名 
UPS モニタ（コントローラ）として使用しているコ

ンピュータの OS 名を表示します。 

ソフトウェア情報 
電源管理ソフトウェア名及びバージョン情報を表

示します。 

コントローラ情報

IP アドレス 

UPS モニタ（コントローラ）として使用しているコ

ンピュータの IP アドレスを表示します。 

ネットワーク ID の設定をコンピュータ名で行って

いる場合は先頭に“*”が表示されます。 

設置場所 
UPS モニタ（コントローラ）の設置場所を表示しま

す。※ 

管理者名 
UPS モニタ（コントローラ）の管理者名を表示しま

す。※ 

使用者名 
UPS モニタ（コントローラ）の使用者名を表示しま

す。※ 

連絡先 1 連絡先 1を表示します。※ 

連絡先 2 連絡先 2を表示します。※ 

設備管理情報 

コメント コメントを表示します。※ 

※ 設定モードの構成管理で登録した情報が無ければ表示されません。 

詳しくは『構成管理画面の「設備管理情報ウィザード」の【操作】』の項を参照してください 
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・ UPS モニタ（メンバ）管理情報（UPS モニタ（メンバ）アイコンを選択した場合） 

表示項目名 表示項目 表示内容 

コンピュータ名 
UPS モニタ（コントローラ）として使用しているコ

ンピュータ名を表示します。 

OS 名 
UPS モニタ（メンバ）として使用しているコンピュ

ータの OS 名を表示します。 

ソフトウェア情報 
電源管理ソフトウェア名及びバージョン情報を表

示します。 
UPS メンバ情報 

IP アドレス 

UPS モニタ（メンバ）として使用しているコンピュ

ータの IP アドレスを表示します。 

ネットワーク ID の設定をコンピュータ名で行って

いる場合は先頭に“*”が表示されます。 

設置場所 UPS モニタ（メンバ）の設置場所を表示します。※

管理者名 UPS モニタ（メンバ）の管理者名を表示します。※

使用者名 UPS モニタ（メンバ）の使用者名を表示します。※

連絡先 1 連絡先 1を表示します。※ 

連絡先 2 連絡先 2を表示します。※ 

設備管理情報 

コメント コメントを表示します。※ 

※ 設定モードの構成管理で登録した情報が無ければ表示されません。 

詳しくは『構成管理画面の「設備管理情報ウィザード」の【操作】』の項を参照してください 

 

【操作】 

機能名称 動作概要 ショートカットキー

ヘルプボタン ヘルプ画面を表示します。 Alt + H 

キー入力 
各項目へフォーカス移動します。 

リスト選択時は矢印キーを使って行の移動をします。 
Tab 

 

【説明】 

■ UPS ドメインエクスプローラ画面のツリー表示から選択されているアイコンによって、表示内容は異なります。 

・ UPS ドメインを選択したときには、UPS ドメイン管理情報を表示します。 

・ UPS ドメインコントローラを選択したときには、UPS ドメインコントローラ管理情報を表示します。 

・ UPS グループを選択したときには、UPS グループ管理情報を表示します。 

・ Network Agent Card および Web/SNMP Card を選択したときには、ネットワークカード管理情報を表示します。 

・ 小型単相 UPS を選択したときには、UPS 管理情報を表示します。 

・ 負荷セグメントを選択したときには、負荷セグメント管理情報を表示します。 

・ UPS モニタ（コントローラ）を選択したときには、UPS モニタ（コントローラ）管理情報を表示します。 

・ UPS モニタ（メンバ）を選択したときには、UPS モニタ（メンバ）管理情報を表示します。 

・ その他は接続機器管理情報を表示します。 

■ 管理情報の登録/変更/削除/移動を行う場合は、設定モードの「構成管理」で行ってください。詳しくは、 

「構成管理」の項を参照してください。 
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チャート 

UPS ドメインエクスプローラ画面が表示モードの状態で、「チャート」タブを選択すると表示されます。 

 

［チャート画面例］ 

 

 

［チャート画面例(接点方式)］ 

 

【機能】 

■ 小型単相 UPS の運転状態をチャート表示します。 
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【操作】 

機能名称 動作概要 ショートカットキー 

ヘルプボタン ヘルプ画面を表示します。 Alt + H 

 

 

【説明】 

■ 入力電圧がチャート画面左側に、小型単相 UPS 内部がチャート画面中央に、出力電圧がチャート画面右側に表示

されます。 

バッテリ給電はバッテリ運転残時間（推定バックアップ時間）を示します。小型単相 UPS 内部の表示はご使用に

なる小型単相 UPS モデルによって異なります。 

■ チャート表示可能なアイコンは以下のアイコンです。 

・ 小型単相 UPS アイコン 

■EX100 シリーズの UPS を監視の際は、UPS に設定されている「通常モード」「HE モード」「インテリジェントモー

ド」の各モードをチャート図の中央に表示します。また、「インテリジェントモード」の際は、運転状態を元に

「インテリジェントモード-通常」、「インテリジェントモード-HE」を表示します。 

※バイパス運転やバッテリ運転時においては、設定されているモード状態を継続して表示します。 

各モード状態に関しては、UPS 本体の取扱説明書をご参照ください。 

 

注意事項 

※接点方式インタフェースの小型単相 UPS では表示内容が異なります。 

※バッテリ給電時間は、使用環境(負荷条件、温度、使用回数、充電状態など)により実際の動作と異なる場合が

あります。 

※UPS によっては、計測していない項目があり、無効表示となる場合があります。 
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グラフ 

UPS ドメインエクスプローラ画面が表示モードの状態で、「グラフ」タブを選択すると表示されます。 

 

［グラフ画面例］ 

 

【機能】 

■ グラフとテキスト表示を行い、小型単相 UPS の電源状態を表示します。 

 

【操作】 

機能名称 動作概要 ショートカットキー 

入力電圧コンボボックス 
入力電圧の表示内容をフェーズ毎に切り替え

ます。 
無し 

出力電圧コンボボックス 
出力電圧の表示内容をフェーズ毎に切り替え

ます。 
無し 

ヘルプボタン ヘルプ画面を表示します。 Alt + H 

 

【説明】 

■ 入力電圧、出力電圧のグラフの色は電圧状態を示します。 

緑色は許容運転範囲、黄色は通常運転の限界値、赤色は範囲外（バックアップ状態など）を示します。商用電源

が高すぎたり、低すぎたりする場合は、小型単相 UPS はアラームを鳴らしてバックアップ運転に切り替わります。 

負荷率が、黄色の場合は軽負荷状態を示し、赤色の場合は小型単相 UPS が過負荷状態である事を示しています。

過負荷状態の場合は、負荷となる機器を小型単相 UPS から外してください。 

■ グラフ表示可能なアイコンは以下のアイコンです。 

・ 小型単相 UPS アイコン 

 

注意事項 

※接点方式インタフェースの小型単相 UPS では、グラフ表示はされません。 

※バイパス入力電圧は、DL9126-RAPS シリーズのみで有効表示されます。それ以外では無効表示となります。 

※UPS によっては、計測していない項目があり、無効表示となる場合があります。 
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電源ログ 

UPS ドメインエクスプローラ画面が表示モードの状態で、「電源ログ」タブを選択すると表示されます。 

 

［電源ログ画面例］ 

【機能】 

■ 電源ログ内容を表示します。 

 

【操作】 

機能名称 動作概要 ショートカットキー 

年月コンボボックス 電源イベントログを表示する年月を選択します。 無し 

ヘルプボタン ヘルプ画面を表示します。 Alt + H 

キー入力（フォーカス） 各入力項目、ボタンへ順にフォーカス移動します。 Tab 

 

表示名称 表示内容 

受信日時 イベント発生の受信日時を表示します。 

警報レベル 
イベントの警報種別を表示します。警報種別は警報/注意/情報のいずれかにな

ります。 

区分 イベントの区分を表示します。区分は発生/復旧/通知のいずれかになります。

出力メッセージ イベントメッセージ内容を表示します。 

 

【説明】 

■ 電源ログは当月から 11 ヶ月前までの 1年分表示可能です。電源ログファイルが指定ディレクトリに存在しない 

場合は表示されません。ログファイル保存の設定は、設定モードの「ログ設定」の項を参照してください。 

■ 電源ログ表示可能なアイコンは以下のアイコンです。 

・ UPS ドメインコントローラアイコン 

・ UPS グループアイコン(ネットワークカードを除く) 

・ 小型単相 UPS アイコン 

■ Network Agent Card の電源（イベント）ログは、telnet により閲覧が可能です。 

詳しくは UPS ドメインコントローラ 「付録編」の「トラブルシューティング」を参照してください。 

■ Web/SNMP Card の電源（イベント）ログは、ブラウザにより閲覧が可能です。 

詳しくは Web/SNMP Card のユーザーズガイドを参照してください。 
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計測ログ 

UPS ドメインエクスプローラ画面が表示モードの状態で、「計測ログ」タブを選択すると表示されます。 

 

［計測ログ画面例］ 

 

【機能】 

■ 計測ログデータ（入力電圧、出力電圧、バッテリ電圧、出力周波数、出力負荷、装置温度）をグラフィカルに表

示します。 

■ 縮尺の変更が可能です。 

■ Network Agent Card の計測ログは、telnet により閲覧が可能です。 

詳しくは UPS ドメインコントローラ 「付録編」の「トラブルシューティング」を参照してください。 

■ Web/SNMP Card の計測ログは、ブラウザにより閲覧が可能です。 

詳しくは Web/SNMP Card のユーザーズガイドを参照してください。 
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【操作】 

機能名称 動作概要 ショートカットキー 

上部左コンボボックス 
グラフの左側軸に表示する項目を選択しま

す。 
無し 

上部右コンボボックス 
グラフの右側軸に表示する項目を選択しま

す。 
無し 

グラフ縦軸 

上部左コンボボックス、上部右コンボボック

スに表示されている項目をグラフ縦軸の表示

範囲として表示します。該当する折れ線グラ

フと同色です。 

無し 

グラフ横軸 
グラフ表示しているログの取得日時を表示し

ます。 
無し 

グラフ表示 計測ログをグラフ表示します。 無し 

測定チェックボックス グラフ表示する項目を選択します。 無し 

自動ボタン 最小値、表示範囲を自動的に決めます。 無し 

最小値 各項目のグラフ縦軸の最小値を入力します。 無し 

表示範囲 各項目のグラフ縦軸全体の幅を入力します。 無し 

拡大ボタン 
グラフ横軸の目盛りを拡大します。目盛り幅

を 1分まで拡大可能です。 
Alt + I 

縮小ボタン 
グラフ横軸の目盛りを縮小します。目盛り幅

を 1日まで縮小可能です。 
Alt + O 

エラーをバックグラウンドで表

示するチェックボックス 

チェックすると、電源障害発生時を示す上下

の三角表示間を、赤色帯で結びます。 
無し 

横軸レンジコンボボックス 
横軸のレンジを選択します。最大値は 30 日、

最小値は 30 分です。 
無し 

設定の保存ボタン 現在の設定値を保存します。 無し 

ヘルプボタン ヘルプ画面を表示します。 Alt + H 

キー入力（フォーカス） 
各入力項目、ボタンへ順にフォーカス移動し

ます。 
Tab 

 

【説明】 

■ 計測ログで表示できる項目と各項目で設定できる最小値、表示範囲の設定値は次の通りです。 

表示項目 最小値 表示範囲 

入力電圧 0～320（V） 5～320（V） 

出力電圧 0～320（V） 5～320（V） 

バッテリ電圧 0～60（V） 5～80（V） 

出力周波数 0～60（Hz） 5～100（Hz） 

出力負荷 0～32000（W） 5～32000（W） 

装置温度 -50～100 (℃) 5～150 (℃) 

■ グラフは、入力電圧を緑色、出力電圧を黄色、バッテリ電圧を赤色、出力周波数を桃色、出力負荷を青色、装置

温度を橙色で表示します。 

■ ログデータを CSV 形式のテキストファイルで保存します。 

ログデータは、UPS モニタ（コントローラ）をインストールしたコンピュータのインストールディレクトリ配下

の「MEASURELOG」ディレクトリにある、「*.VLG」ファイルに出力されます。詳しくは、「ログ設定」の項を参照

してください。 

■ 計測ログ表示可能なアイコンは以下のアイコンです。 

・ 小型単相 UPS アイコン 
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注意事項 

※接点方式インタフェースの小型単相 UPS では、グラフ表示可能な計測値情報はありません。電源障害発生期間の

み表示できます。 

※バッテリ電圧は、使用環境(負荷条件、温度、使用回数、充電状態など)により実際の値と異なる場合が 

あります。 
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イベントマップ 

UPS ドメインエクスプローラ画面が表示モードの状態で、「イベントマップ」タブを選択すると表示されます。 

 

［イベントマップ画面例］ 

 

【機能】 

■ 発生している全警報情報の表示（上部）と各 UPM で発生している警報数（下部）を表示します。 

 

【操作】 

機能名称 動作概要 ショートカットキー 

警報ボタン 警報イベントの表示/非表示を切り替えます。 Alt + J 

注意ボタン 注意イベントの表示/非表示を切り替えます。 Alt + N 

状態情報ボタン 状態情報の表示/非表示を切り替えます。 Alt + S 

通信異常ボタン 通信異常情報の表示/非表示を切り替えます。 Alt + R 

発生日時ヘッダボタン 
発生日時の新しい順、古い順に並べ替え表示

します。 
Alt + T 

警報種別ヘッダボタン 警報種別順に並べ替え表示します。 Alt + L 

ヘルプボタン ヘルプ画面を表示します。 Alt + H 

キー入力（フォーカス） 
各入力項目、ボタンへ順にフォーカス移動し

ます。 
Tab 
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【説明】 

■ リスト内のアイコンの色は警報種別を表します。 

・ 警報・・・・・・赤色アイコン 

・ 注意・・・・・・赤黄色アイコン 

・ 状態情報・・・・緑色アイコン 

・ 通信異常・・・・灰青色アイコン 

 

■ 各ボタンは該当イベントが発生していない時は無効になり、発生した時点で有効になります。 

各ボタンの有効時には、表示内容の表示非表示切り替えが可能です。 

■ 発生日時、警報種別で並べ替えが可能です。 

■ 警報種別ごとの警報発生件数を警報情報表示の下部に表示します。 

 

 

［警報情報表示の下部］ 

 

 

■ 各 UPM の警報種別ごとの警報発生件数をイベントマップ画面下部に表示します。 

 

 
［イベントマップ画面下部］ 

 

■ イベントマップが表示可能なアイコンは、以下のアイコンです。 

・ DL9126-RAPS シリーズの UPS アイコン 

 

 

 

注意事項 

※イベントが 0件の時は以下の色のアイコンとコメントを表示します。 

・イベント 0 件時 ・・・青灰色アイコン、「現在、通知情報はありません。」 

※警報情報表示の下部に表示される警報種別ごとの警報発生件数には、IOM の警報も含まれるため、各 UPM で発生

している警報の合計した件数と一致しないことがあります。 

※UPM の表示順は、号機番号またはシリアル番号の昇順で表示されます。 
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設定モード 

■ UPS ドメインエクスプローラ画面の「モード」メニューから、「設定」を選択するか、ツールバー上の    ボタン

を選択すると設定モードになります。 

■ 構成管理情報の設定やシャットダウンタイミング、ログの設定やクリア、イベントメッセージの変更などの設定

をします。 

 

設定モードにおける、各タブメニューの操作説明を以下に記述します。 

 

構成管理 

UPS ドメインエクスプローラ画面が設定モードの状態で、「構成管理」タブを選択すると表示されます。 

 

［構成管理画面例］ 

 

【機能】 

■ 設備管理情報の登録/変更/削除/移動を行います。 

■ UPS グループの登録/変更/削除を行います。 

 

【操作】 

機能名称 動作概要 ショートカットキー

設備管理情報 

設定ウィザード 

起動ボタン 

設備管理情報の登録/変更/削除/移動を行うウィザード

を起動します。 
Alt + S 

UPS グループ 

設定ウィザード 

起動ボタン 

UPS グループおよびネットワークカードの登録/変更/削

除を行うウィザードを起動します。 
Alt + U 

ヘルプボタン ヘルプ画面を表示します。 Alt + H 

キー入力 各項目へフォーカス移動します。 Tab 
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【説明】 

■ 設備管理情報の登録 

１． 接続機器を登録する場合、「設備管理情報設定ウィザード」ボタンを選択してください。 

２． 処理モードを選択するダイアログが表示されます。 

 

「処理モード選択画面（設定前）例」 

 

【機能】 

■設備管理情報設定の処理モード（登録/変更/削除/移動）を選択します。 

 

【操作】 

機能名称 動作概要 ショートカットキー

登録ラジオボタン 
新たにセグメントへの接続機器の登録を行う場合

に選択します。 
無し 

変更ラジオボタン 
セグメントを除く各種設備情報の変更を行う場合

に選択します。 
無し 

削除ラジオボタン 
セグメントからの接続機器の削除を行う場合に選

択します。 
無し 

移動ラジオボタン 
現在登録されている接続機器の接続位置を移動す

る場合に選択します。 
無し 

戻るボタン 処理モード選択画面では選択できません。 Alt + B 

次へボタン（既定のボタン） 次の画面に進みます。 無し 

完了ボタン 

設備管理情報の設定内容を保存してウィザードを

閉じます。処理モード選択画面（設定前）では選択

できません。 

Alt + C 

キャンセルボタン 
設備管理情報の設定内容を破棄しウィザードを閉

じます。 
無し 

ヘルプボタン ヘルプ画面を表示します。 Alt + H 

キー入力（フォーカス） 各入力項目、ボタンへ順にフォーカス移動します。 Tab 
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表示名称 表示内容 

ツリー表示 
現在のドメイン構成をツリー表示します。 

※アイコンの選択は行えません。 

操作説明メッセー

ジ 
【処理モード選択画面】の操作説明を表示します。 

 

３． 「登録（セグメントへの設備の接続）」をチェックし、「次へ］ボタンを選択してください。 

４． 登録位置を選択するダイアログが表示されます。 

 

「登録位置選択画面例」 

 

【機能】 

■接続機器の登録位置を選択します。 

 

【操作】 

機能名称 動作概要 ショートカットキー

ツリー表示 接続機器を登録する位置を選択します。 無し 

戻るボタン 処理モード選択画面に戻ります。 Alt + B 

次へボタン（既定のボタン） 次の画面に進みます。 無し 

完了ボタン 登録位置選択画面では選択できません。 Alt + C 

キャンセルボタン 
設備管理情報の設定内容を破棄しウィザードを閉

じます。 
無し 

ヘルプボタン ヘルプ画面を表示します。 Alt + H 

キー入力（フォーカス） 

各入力項目、ボタンへ順にフォーカス移動します。

ツリー選択時は矢印キーを使って項目の移動をし

ます。 

Tab 

 

【説明】 

■セグメントアイコン及びセグメントアイコンから 1 段下の接続機器アイコンを選択し接続機器の登録を行い

ます。 
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５． 上部に表示されたツリー表示にて、登録したいセグメントを選択し、「次へ」ボタンを選択してください。 

６． 設備管理情報を入力するダイアログが表示されます。 

 

 

「設備管理情報入力画面例」 

 

【機能】 

■登録する接続機器を入力し、登録する接続機器の設備管理情報を仮登録します。 

 

【操作】 

機能名称 動作概要 ショートカットキー

接続機器種別 

コンボボックス 
接続機器種別を選択します。 無し 

接続機器名称 接続機器名称を入力します。(半角 49 文字以内) 無し 

OS 名称 OS 名称は入力できません。 無し 

ソフトウェア名称 ソフトウェア名称は入力できません。 無し 

IP アドレス 
IP アドレスを入力します。(半角 31 文字以内) 

IPv4 形式で入力が必要です。 
無し 

設置場所 設置場所を入力します。(半角 63 文字以内) 無し 

管理者名 管理者名を入力します。(半角 31 文字以内) 無し 

使用者名 使用者名を入力します。(半角 31 文字以内) 無し 

連絡先 1 連絡先 1を入力します。(半角 63 文字以内) 無し 

連絡先 2 連絡先 2を入力します。(半角 63 文字以内) 無し 

コメント コメントを入力します。(半角 63 文字以内) 無し 

戻るボタン 登録位置選択画面に戻ります。 Alt + B 

登録ボタン（既定のボタン） 
登録内容を仮登録し、処理モード選択画面（設定後）

を表示します。 
無し 

完了ボタン 設備管理情報入力画面では選択できません。 Alt + C 

キャンセルボタン 
設備管理情報の設定内容を破棄しウィザードを閉

じます。 
無し 

ヘルプボタン ヘルプ画面を表示します。 Alt + H 

キー入力（フォーカス） 各入力項目、ボタンへ順にフォーカス移動します。 Tab 

 

【説明】 

■接続機器ごとに各設備管理情報を仮登録することができます。 
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７． 各設備管理情報入力欄に必要な内容を入力し、「登録」ボタンを選択してください。 

８． 処理モードを選択するダイアログが表示されます。 

 

「処理モード選択画面（設定後）例」 

 

【機能】 

■設備管理情報設定の処理モード（登録/変更/削除/移動）を選択します。 

 

【操作】 

■「設備管理情報の登録」の「２．」の【操作】を参照してください。 

 

【説明】 

■ツリー表示にて登録した接続機器を確認することができます。 

■登録/変更/削除/移動作業を続けて行うことができます。 

 

９． 仮登録した設定を反映する場合は、「完了」ボタンを選択してください。続けて行う場合は作業したい処理

モードをチェックし、「次へ」ボタンを選択してください。設定を中断する場合は、「キャンセル」ボタンを

選択してください。 

 

 

注意事項 

※UPS モニタのソフトウェア情報が「UPS ﾓﾆﾀ Ver 2.14」以前の UPS モニタ及び Network Agent Card のソフトウェ

ア情報が「ONLINE SOFTWARE のバージョン 3.00」以前の Network Agent Card は各負荷セグメントに登録可能な

接続機器数は 10 台となります。 

※UPS モニタのソフトウェア情報が「UPS ﾓﾆﾀ Ver 2.20」以降の UPS モニタ及び Network Agent Card のソフトウェ

ア情報が「ONLINE SOFTWARE のバージョン 4.00」以降の Network Agent Card は各負荷セグメントに登録可能な

接続機器数は 64 台となります。 

※Web/SNMP Card に登録出来る接続機器数の最大は 32 台となります。 

※1つの UPS グループ内で登録出来る接続機器数の最大は 64 台となります。 

 



Power-SOL 取扱説明書 32 UPS ドメインコントローラ【操作編】

 

 

■ 設備管理情報の変更 

１． 設備管理情報を変更する場合、「設備管理情報設定ウィザード」ボタンを選択してください。 

２． 処理モードを選択するダイアログが表示されます。 

 

「処理モード選択画面（設定前）例」 

 

【機能】 

■設備管理情報設定の処理モード（登録/変更/削除/移動）を選択します。 

 

【操作】 

■「設備管理情報の登録」の「２．」の【操作】を参照してください。 

 

３． 「変更（セグメントを除く各種設備の情報の変更）」をチェックし、「次へ」ボタンを選択してください。 
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４． 変更したいツリーアイコンを選択するダイアログが表示されます。 

 

「変更ツリーアイコン選択画面例」 

 

【機能】 

■設備管理情報を変更したいツリーアイコンを選択します。 

 

【操作】 

機能名称 動作概要 ショートカットキー

ツリー表示 
設備管理情報を変更したいツリーアイコンを選択

します。 
無し 

戻るボタン 処理モード選択画面に戻ります。 Alt + B 

次へボタン（既定のボタン） 次の画面に進みます。 無し 

完了ボタン 変更ツリーアイコン選択画面では選択できません。 Alt + C 

キャンセルボタン 
設備管理情報の設定内容を破棄しウィザードを閉

じます。 
無し 

ヘルプボタン ヘルプ画面を表示します。 Alt + H 

キー入力（フォーカス） 

各入力項目、ボタンへ順にフォーカス移動します。

ツリー選択時は矢印キーを使って項目の移動をし

ます。 

Tab 

 

【説明】 

■選択したツリーアイコンの設備管理情報が変更できます。 

■セグメントの設備管理情報は変更できません。 

 

５． 上部に表示されたツリー表示にて、変更したいツリーアイコンを選択し、「次へ」ボタンを選択してくださ

い。 
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６． 設備管理情報を入力するダイアログが表示されます。 

 

「設備管理情報入力画面例」 

 

【機能】 

■変更する構成機器の設備管理情報を入力し、変更した設備管理情報を仮変更します。 

 

【操作】 

機能名称 動作概要 ショートカットキー

接続機器種別 

コンボボックス 
接続機器種別を選択します。 無し 

接続機器名称 接続機器名称を入力します。(半角 49 文字以内) 無し 

OS 名称 OS 名称は変更できません。 無し 

ソフトウェア名称 ソフトウェア名称は変更できません。 無し 

IP アドレス 
IP アドレスを入力します。(半角 31 文字以内) 

IPv4 形式で入力が必要です。 
無し 

設置場所 設置場所を入力します。(半角 63 文字以内) 無し 

管理者名 管理者名を入力します。(半角 31 文字以内) 無し 

使用者名 使用者名を入力します。(半角 31 文字以内) 無し 

連絡先 1 連絡先 1を入力します。(半角 63 文字以内) 無し 

連絡先 2 連絡先 2を入力します。(半角 63 文字以内) 無し 

コメント コメントを入力します。(半角 63 文字以内) 無し 

通知する/通知しないラジ

オボタン 

WOL を通知する/しないを設定します。ネットワーク

カードによるUPSグループの接続機器に対して設定

することができます。 

無し 
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機能名称 動作概要 ショートカットキー

MAC アドレス変更ボタン 

「MAC アドレス変更」ボタンを選択すると、MAC ア

ドレス入力画面が表示されます。ここに、WOL 通知

先の MAC アドレスを入力します。 

無し 

戻るボタン 変更ツリーアイコン選択画面に戻ります。 Alt + B 

変更ボタン（既定のボタン） 
変更内容を仮変更し、処理モード選択画面（設定後）

を表示します。 
無し 

完了ボタン 設備管理情報入力画面では選択できません。 Alt + C 

キャンセルボタン 
設備管理情報の設定内容を破棄しウィザードを閉

じます。 
無し 

ヘルプボタン ヘルプ画面を表示します。 Alt + H 

キー入力（フォーカス） 各入力項目、ボタンへ順にフォーカス移動します。 Tab 

 

【説明】 

■選択したツリーアイコンの各設備管理情報を変更することができます。 

■変更不可の項目にはカーソルが移動せず、内容の変更はできません。 

■Network Agnet Card による UPS グループの UPS モニタ（メンバ）および接続機器と、Web/SNMP Card による

UPS グループの接続機器に対して WOL の設定が行えます。 

（telnet/rsh クライアントに対しては設定できません。） 

■MAC アドレス入力画面は下図のようになります。 

 

 

［MAC アドレス入力画面例］ 

 

注意事項 

※WOL の詳細はご使用のネットワークカードの取扱説明書を参照してください。 

 

７． 各設備管理情報入力欄に変更内容を入力し、「変更」ボタンを選択してください。 
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８． 処理モードを選択するダイアログが表示されます。 

 

「処理モード選択画面（設定後）例」 

 

【機能】 

■設備管理情報設定の処理モード（登録/変更/削除/移動）を選択します。 

 

【操作】 

■「設備管理情報の登録」の「２．」の【操作】を参照してください。 

 

【説明】 

■登録/変更/削除/移動作業を続けて行うことができます。 

 

９． 変更した内容を反映する場合は、「完了」ボタンを選択してください。続けて行う場合は作業したい処理モ

ードをチェックし、「次へ」ボタンを選択してください。設定を中断する場合は、「キャンセル」ボタンを選

択してください。 
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■ 設備管理情報の削除 

１． 接続機器を削除する場合、「設備管理情報設定ウィザード」ボタンを選択してください。 

２． 処理モードを選択するダイアログが表示されます。 

 

 

「処理モード選択画面（設定前）例」 

 

【機能】 

■設備管理情報設定の処理モード（登録/変更/削除/移動）を選択します。 

 

【操作】 

■「設備管理情報の登録」の「２．」の【操作】を参照してください。 

 

３． 「削除（セグメントからの設備の取り外し）」をチェックし、「次へ」ボタンを選択してください。 
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４． 削除したいツリーアイコンを選択するダイアログが表示されます。 

 

「削除ツリーアイコン選択画面例」 

 

【機能】 

■設備管理情報を削除したいツリーアイコンを選択し、設備管理情報を仮削除します。 

 

【操作】 

機能名称 動作概要 ショートカットキー

ツリー表示 
設備管理情報を削除したいツリーアイコンを選択

します。 
無し 

戻るボタン 処理モード選択画面に戻ります。 Alt + B 

削除ボタン（既定のボタン） 
仮削除し、処理モード選択画面（設定後）を表示し

ます。 
無し 

完了ボタン 削除ツリーアイコン選択画面では選択できません。 Alt + C 

キャンセルボタン 
設備管理情報の設定内容を破棄しウィザードを閉

じます。 
無し 

ヘルプボタン ヘルプ画面を表示します。 Alt + H 

キー入力（フォーカス） 

各入力項目、ボタンへ順にフォーカス移動します。

ツリー選択時は矢印キーを使って項目の移動をし

ます。 

Tab 

 

【説明】 

■選択したツリーアイコンの設備管理情報が削除できます。 

■削除できるアイコンは、以下のアイコンです。 

・ UPS モニタ（メンバ）アイコン 

・ コンピュータアイコン 

・ コンピュータ周辺機器アイコン 

・ ネットワーク機器アイコン 

・ 電気機器アイコン 

・ その他アイコン 
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５． 上部に表示されたツリー表示にて、削除したいツリーアイコンを選択し、「削除」ボタンを選択してくださ

い。 

６． 処理モードを選択するダイアログが表示されます。 

 

「処理モード選択画面（設定後）例」 

 

【機能】 

■設備管理情報設定の処理モード（登録/変更/削除/移動）を選択します。 

 

【操作】 

■「設備管理情報の登録」の「２．」の【操作】を参照してください。 

 

【説明】 

■ツリー表示にて接続機器の削除を確認することができます。 

■登録/変更/削除/移動作業を続けて行うことができます。 

 

７． 削除を反映する場合は、「完了」ボタンを選択してください。続けて行う場合は作業したい処理モードをチ

ェックし、「次へ」ボタンを選択してください。削除を中断する場合は、「キャンセル」ボタンを選択してく

ださい。 
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■ 設備管理情報の移動 

１． 接続機器の接続位置を移動する場合、「設備管理情報設定ウィザード」ボタンを選択してください。 

２． 処理モードを選択するダイアログが表示されます。 

 

 

「処理モード選択画面（設定前）例」 

 

【機能】 

■設備管理情報設定の処理モード（登録/変更/削除/移動）を選択します。 

 

【操作】 

■「設備管理情報の登録」の「２．」の【操作】を参照してください。 

 

３． 「移動（セグメントからセグメントへの設備の接続変更）」をチェックし、「次へ」ボタンを選択してくださ

い。 
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４． 移動したいツリーアイコンを選択するダイアログが表示されます。 

 

「移動ツリーアイコン選択画面例」 

 

【機能】 

■接続位置を変更したいツリーアイコンを選択します。 

 

【操作】 

機能名称 動作概要 ショートカットキー

ツリー表示 
接続位置を変更したいツリーアイコンを選択しま

す。 
無し 

戻るボタン 処理モード選択画面に戻ります。 Alt + B 

次へボタン（既定のボタン） 次の画面に進みます。 無し 

完了ボタン 移動ツリーアイコン選択画面では選択できません。 Alt + C 

キャンセルボタン 
設備管理情報の設定内容を破棄しウィザードを閉

じます。 
無し 

ヘルプボタン ヘルプ画面を表示します。 Alt + H 

キー入力（フォーカス） 

各入力項目、ボタンへ順にフォーカス移動します。

ツリー選択時は矢印キーを使って項目の移動をし

ます。 

Tab 

 

【説明】 

■選択したツリーアイコンの接続位置の移動ができます。 

■移動できるアイコンは、以下のアイコンです。 

・ UPS モニタ（コントローラ）アイコン 

・ UPS モニタ（メンバ）アイコン 

・ コンピュータアイコン 

・ コンピュータ周辺機器アイコン 

・ ネットワーク機器アイコン 

・ 電気機器アイコン 

・ その他アイコン 
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５． 上部に表示されたツリー表示にて、移動したいツリーアイコンを選択し、「次へ」ボタンを選択してくださ

い。 

６． 移動先のツリーアイコンを選択するダイアログが表示されます。 

 

「移動先ツリーアイコン選択画面例」 

 

【機能】 

■「４．」の移動ツリーアイコン選択画面で選択したツリーアイコンを移動先として選択された接続位置へ仮移

動します。 

 

【操作】 

機能名称 動作概要 ショートカットキー

ツリー表示 移動先のツリーアイコンを選択します。 無し 

戻るボタン 移動ツリーアイコン選択画面に戻ります。 Alt + B 

移動ボタン（既定のボタン） 
仮移動し、処理モード選択画面（設定後）を表示し

ます。 
無し 

完了ボタン 
移動先ツリーアイコン選択画面では選択できませ

ん。 
Alt + C 

キャンセルボタン 
設備管理情報の設定内容を破棄しウィザードを閉

じます。 
無し 

ヘルプボタン ヘルプ画面を表示します。 Alt + H 

キー入力（フォーカス） 

各入力項目、ボタンへ順にフォーカス移動します。

ツリー選択時は矢印キーを使って項目の移動をし

ます。 

Tab 

 

【説明】 

■セグメントアイコンが選択された場合、セグメントから 1段下の一番上の位置に移動されます。 

■セグメントアイコンから 1 段下には最大 10 個の接続機器が接続可能です。 

■セグメントアイコンから 1 段下の接続機器アイコンが選択された場合、選択された接続機器アイコンの次の

位置に移動されます。 
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７． 上部に表示されたツリー表示にて、移動先のツリーアイコンを選択し、「移動」ボタンを選択してください。 

８． 処理モードを選択するダイアログが表示されます。 

 

「処理モード選択画面（設定後）例」 

 

【機能】 

■ 設備管理情報設定の処理モード（登録/変更/削除/移動）を選択します。 

 

【操作】 

■「設備管理情報の登録」の「２．」の【操作】を参照してください。 

 

【説明】 

■ツリー表示にて接続機器の接続位置の移動を確認することができます。 

■登録/変更/削除/移動作業を続けて行うことができます。 

 

９． 設定を反映する場合は、「完了」ボタンを選択してください。続けて行う場合は作業したい処理モードをチ

ェックし、「次へ」ボタンを選択してください。設定を中断する場合は、「キャンセル」ボタンを選択してく

ださい。 
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■UPM 管理情報の変更 

１． UPM 管理情報を変更する場合、「設備管理情報設定ウィザード」の【処理モード】を選択するダイアログで

「変更（セグメントを除く各種設備の情報の変更）」をチェックし、ツリーアイコンを選択するダイアログ

が表示されます。 

 

 

「処理モード選択画面（設定前）例」 

 

【機能】 

■UPM 管理情報変更のダイアログを表示します。 

 

【操作】 

■「UPM 管理情報の変更」の「３．」の【操作】を参照してください。 

 

２． そのダイアログで DL9126-RAPS シリーズの UPS アイコンを選択し、「次へ」ボタンを選択すると「UPM 管理

情報変更」ボタンが有効表示されます。 
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３． UPM 管理情報変更のダイアログが表示されます。 

 

「UPM 管理情報変更画面例」 

 

【機能】 

■UPM 管理情報を変更したい UPM のシリアル No を選択します。 

 

【操作】 

機能名称 動作概要 ショートカットキー

リスト表示 
UPM管理情報を変更したいUPMのシリアルNoを選択

します。 
無し 

変更ボタン 
表示されている情報を保存し、UPM 管理情報変更ダ

イアログを終了します。 
無し 

キャンセルボタン 
設定内容（変更した情報を含む）を破棄し、UPM 管

理情報変更ダイアログを終了します。 
無し 

ヘルプボタン ヘルプ画面を表示します。 Alt + H 

キー入力（フォーカス） 

Ｔａｂキーで各入力項目、ボタンへ順にフォーカス

を移動します。ツリー選択時は矢印キーを使って項

目の移動をします。 

Tab 

 

【説明】 

■選択した UPM 管理情報が変更できます。 

■号機番号、コメント以外の UPM 管理情報は変更できません。 

 

注意事項 

※UPM 情報の一覧に表示される UPM 情報は、号機番号またはシリアル番号の昇順で表示されます。 

 

 

４． 上部に UPM 情報の一覧が表示され、変更したい UPM のシリアル No を選択してください。 
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■ UPS グループの登録 

１． UPS グループを登録する場合、「UPS グループ設定ウィザード」ボタンを選択してください。 

２． 処理モードを選択するダイアログが表示されます。 

 

「処理モード選択画面（設定前）例」 

 

【機能】 

■UPS グループ設定の処理モード（登録/変更/削除）を選択します。 

 

【操作】 

機能名称 動作概要 ショートカットキー

登録ラジオボタン 
UPS ドメインに新たに UPS グループの登録を行う場

合に選択します。 
無し 

変更ラジオボタン 
UPS ドメインへの UPS グループの警報通知レベルの

変更を行う場合に選択します。 
無し 

削除ラジオボタン 
現在UPSドメインに登録されているUPSグループの

削除を行う場合に選択します。 
無し 

戻るボタン 処理モード選択画面では選択できません。 Alt + B 

次へボタン（既定のボタン） 次の画面に進みます。 無し 

完了ボタン 
ウィザードを閉じます。処理モード選択画面（設定

前）では選択できません。 
Alt + C 

キャンセルボタン ウィザードを閉じます。 無し 

ヘルプボタン ヘルプ画面を表示します。 Alt + H 

キー入力（フォーカス） 各入力項目、ボタンへ順にフォーカス移動します。 Tab 

 
表示名称 表示内容 

ツリー表示 
現在の UPS ドメイン構成をツリー表示します。 

※アイコンの選択は行えません。 

操作説明メッセー

ジ 
【処理モード選択画面】の操作説明を表示します。 

 

【説明】 

■UPS グループは最大 255 個登録できます。 
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３． 「登録（上位構成ノードに入れる）」をチェックし、「次へ」ボタンを選択してください。 

４． 登録する UPS グループを検索するための IP アドレスとポート番号指定方法、コントローラの種別およびポ

ート番号を入力するダイアログが表示されます。登録する UPS グループまたはネットワークカード 

(Network Agent Card または Web/SNMP Card)を検索するための IP アドレスとポート番号指定方法、コント

ローラの種別およびポート番号を指定するときはポート番号を入力し「次へ」ボタンを選択してください。 

 

「IP アドレス・ポート番号入力画面例」 

 

【機能】 

■入力された IP アドレスとポート番号指定方法とポート番号より、UPS グループまたはネットワークカードを

検索します。 

■IP アドレスは、IPv4 形式で入力してください。 

 

【操作】 

機能名称 動作概要 ショートカットキー

IP アドレス 

登録する UPS モニタ（コントローラ）が動作してい

るコンピュータの IP アドレスを入力します。 

IPv4 形式で入力が必要です。 

無し 

ポート指定 

登録する UPS モニタ（コントローラ）が動作してい

るコンピュータで UPS モニタ（コントローラ）が開

いているポート番号の検索方法を選択します。 

・デフォルト値を使用するラジオボタン 

・全てのポートをスキャンするラジオボタン 

・指定するラジオボタン 

無し 

UPS モニタ（コントローラ）を登録する場合には UPS

モニタ（コントローラ）を選択します。 
Alt + U 

コントローラ種別 
Network Agent Card または Web/SNMP Card を登録す

る場合にはネットワークカードを選択します。 
Alt + N 

ポート番号 

登録する UPS モニタ（コントローラ）が動作してい

るコンピュータで UPS モニタ（コントローラ）が開

いている通信ポート番号を入力します。指定するラ

ジオボタンが選択されたときのみ入力できます。 

無し 
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機能名称 動作概要 ショートカットキー

戻るボタン 処理モード選択画面に戻ります。 Alt + B 

次へボタン（既定のボタン） 次の画面に進みます。 無し 

完了ボタン 
IP アドレス・ポート番号入力画面では選択できませ

ん。 
Alt + C 

キャンセルボタン 
UPS モニタ（コントローラ）の UPS ドメインへの登

録を破棄しウィザードを閉じます。 
無し 

ヘルプボタン ヘルプ画面を表示します。 Alt + H 

キー入力（フォーカス） 各入力項目、ボタンへ順にフォーカス移動します。 Tab 

 

【説明】 

■次のような時には登録できません。 

・ 入力された IP アドレス・ポート番号の UPS グループまたはネットワークカードが無いか動作していない 

・ 入力された IP アドレス・ポート番号の UPS グループまたはネットワークカードが UPS ドメインに登録済み 

 

 

注意事項 

※Network Agent Card のソフトウェア情報「ONLINE SOFTWARE のバージョン 6.00」以降を使用する場合は、下記に

示す UPS ドメインコントローラをご使用ください。 

UPS ドメインコントローラ：Ver2.81 以降 
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５． UPS グループの警報通知レベルを選択するダイアログが表示されます。 

 

「警報通知レベル選択画面例」 

 

【機能】 

■登録する UPS グループの警報通知レベルを選択し、UPS ドメインモニタへ UPS グループ登録情報を送信しま

す。 

 

【操作】 

機能名称 動作概要 ショートカットキー

警報通知レベル選択 

UPS ドメインに登録する UPS モニタ（コントローラ）

で発生したイベント・状態変更を通知するレベルを

選択します。 

・通知しないラジオボタン 

イベント・状態変更を通知しません。 

・全ての情報ラジオボタン 

全てのイベント・状態変更を通知します。 

・注意以上ラジオボタン 

注意イベント以上のイベントを通知します。 

・警報ラジオボタン 

警報イベントのみを通知します。 

無し 

戻るボタン IP アドレス・ポート番号入力画面に戻ります。 Alt + B 

登録ボタン（既定のボタン） 
登録内容を UPS ドメインモニタへ送信し、処理モー

ド選択画面（設定後）を表示します。 
無し 

完了ボタン 警報通知レベル選択画面では選択できません。 Alt + C 

キャンセルボタン 
UPS ドメインへの登録を破棄しウィザードを閉じま

す。 
無し 

ヘルプボタン ヘルプ画面を表示します。 Alt + H 

キー入力（フォーカス） 各入力項目、ボタンへ順にフォーカス移動します。 Tab 
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【説明】 

■UPS モニタ（コントローラ）から通知されるイベントの通知レベルを設定することができます。尚、通知レ

ベルは後からでも変更することが可能です。詳しくは『「UPS グループ設定ウィザード」の「UPS グループの

警報通知レベルの変更」』の項を参照してください。 

■「４．」で指定した IP アドレス・ポート番号の UPS グループを登録します。 

 

６． 警報通知レベルを選択し、「登録」ボタンを選択してください。 

７． 処理モードを選択するダイアログが表示されます。 

 

「処理モード選択画面（設定後）例」 

 

【機能】 

■UPS グループ設定の処理モード（登録/変更/削除）を選択します。 

 

【操作】 

■「UPS グループの登録」の「２．」の【操作】を参照してください。 

 

【説明】 

■ツリー表示にて登録した UPS グループを確認することができます。 

■登録/変更/削除作業を続けて行うことができます。 

 

８． 変更した内容を反映する場合は、「完了」ボタンを選択してください。続けて行う場合は作業したい処理モ

ードをチェックし、「次へ」ボタンを選択してください。変更を中断する場合は、「キャンセル」ボタンを選

択してください。 
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■ UPS グループの警報通知レベルの変更 

１． UPS グループの警報通知レベルを変更する場合、「UPS グループ設定ウィザード」ボタンを選択してください。 

２． 処理モードを選択するダイアログが表示されます。 

 

「処理モード選択画面（設定前）例」 

【機能】 

■UPS グループ設定の処理モード（登録/変更/削除）を選択します。 

 

【操作】 

■「UPS グループの登録」の「２．」の【操作】を参照してください。 

 

３． 「変更（上位通知レベル変更）」をチェックし、「次へ」ボタンを選択してください。 
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４． 変更したいツリーアイコンを選択するダイアログが表示されます。 

 

「変更ツリー選択画面例」 

 

【機能】 

■警報通知レベルを変更したいツリーアイコンを選択します。 

 

【操作】 

機能名称 動作概要 ショートカットキー

ツリー表示 
警報通知レベルを変更したいツリーアイコンを選

択します。 
無し 

戻るボタン 処理モード選択画面に戻ります。 Alt + B 

次へボタン（既定のボタン） 次の画面に進みます。 無し 

完了ボタン 変更ツリーアイコン選択画面では選択できません。 Alt + C 

キャンセルボタン 
UPS グループの警報通知レベルの変更を破棄しウィ

ザードを閉じます。 
無し 

ヘルプボタン ヘルプ画面を表示します。 Alt + H 

キー入力（フォーカス） 

各入力項目、ボタンへ順にフォーカス移動します。

ツリー選択時は矢印キーを使って項目の移動をし

ます。 

Tab 

 

【説明】 

■選択したツリーアイコンの警報通知レベルが変更できます。 

 

５． 上部に表示されたツリー表示にて、変更したいツリーアイコンを選択し、「次へ」ボタンを選択してくださ

い。 
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６． UPS グループの警報通知レベルを入力するダイアログが表示されます。 

 

「警報通知レベル選択画面例」 

 

【機能】 

■変更する UPS グループの警報通知レベルを選択し、UPS ドメインモニタへ UPS グループ変更情報を送信しま

す。 

 

【操作】 

機能名称 動作概要 ショートカットキー

警報通知レベル選択 

UPS ドメインに変更する UPS モニタ（コントローラ）

で発生したイベント・状態変更を通知するレベルを

選択します。 

・通知しないラジオボタン 

 イベント・状態変更を通知しません。 

・全ての情報ラジオボタン 

 全てのイベント・状態変更を通知します。 

・注意以上ラジオボタン 

 注意イベント以上のイベントを通知します。 

・警報ラジオボタン 

 警報イベントのみを通知します。 

無し 

戻るボタン IP アドレス・ポート番号入力画面に戻ります。 Alt + B 

変更ボタン（既定のボタン） 
変更内容を UPS ドメインモニタへ送信し、処理モー

ド選択画面（設定後）を表示します。 
無し 

完了ボタン 警報通知レベル選択画面では選択できません。 Alt + C 

キャンセルボタン 
UPS モニタ（コントローラ）の警報通知レベルの変

更を破棄しウィザードを閉じます。 
無し 

ヘルプボタン ヘルプ画面を表示します。 Alt + H 

キー入力（フォーカス） 各入力項目、ボタンへ順にフォーカス移動します。 Tab 

 

【説明】 

■UPS グループの警報通知レベルを変更することができます。 
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７． 警報通知レベルを選択し、「変更」ボタンを選択してください。 

８． 処理モードを選択するダイアログが表示されます。 

 

「処理モード選択画面（設定後）例」 

 

【機能】 

■UPS グループ設定の処理モード（登録/変更/削除）を選択します。 

 

【操作】 

■「UPS グループの登録」の「２．」の【操作】を参照してください。 

 

【説明】 

■登録/変更/削除作業を続けて行うことができます。 

 

９． 設定を反映する場合は、「完了」ボタンを選択してください。続けて行う場合は作業したい処理モードをチ

ェックし、「次へ」ボタンを選択してください。設定を中断する場合は、「キャンセル」ボタンを選択してく

ださい。 
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■ UPS グループの削除 

１． UPS グループまたはネットワークカードを削除する場合、「UPS グループ設定ウィザード」ボタンを選択して

ください。 

２． 処理モードを選択するダイアログが表示されます。「削除（上位構成ノードから外す）」をチェックし、「次

へ」ボタンを選択してください。 

 

「処理モード選択画面（設定前）例」 

 

【機能】 

■UPS グループ設定の処理モード（登録/削除/変更）を選択します。 

 

【操作】 

■「UPS グループの登録」の「２．」の【操作】を参照してください。 
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３． 削除したいツリーアイコンを選択するダイアログが表示されます。 

 

「削除ツリーアイコン選択画面例」 

 

【機能】 

■削除したいツリーアイコンを選択します。 

 

【操作】 

機能名称 動作概要 ショートカットキー

ツリー表示 削除したいツリーアイコンを選択します。 無し 

戻るボタン 処理モード選択画面に戻ります。 Alt + B 

次へボタン（既定のボタン） 次の画面に進みます。 無し 

完了ボタン 削除ツリーアイコン選択画面では選択できません。 Alt + C 

キャンセルボタン 
UPS グループの削除を破棄しウィザードを閉じま

す。 
無し 

ヘルプボタン ヘルプ画面を表示します。 Alt + H 

キー入力（フォーカス） 

各入力項目、ボタンへ順にフォーカス移動します。

ツリー選択時は矢印キーを使って項目の移動をし

ます。 

Tab 

 

【説明】 

■選択したツリーアイコンの削除ができます。 

 

４． 上部に表示されたツリー表示にて、削除したいツリーアイコンを選択し、「次へ」ボタンを選択してくださ

い。 
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５． UPS グループを削除するダイアログが表示されます。「削除」ボタンを選択してください。 

 

「削除画面例」 

 

【機能】 

■UPS ドメインモニタへ UPS グループ削除情報を送信します。 

 

【操作】 

機能名称 動作概要 ショートカットキー

戻るボタン 削除ツリーアイコン選択画面に戻ります。 Alt + B 

削除ボタン（既定のボタン） 
削除を UPS ドメインモニタへ送信し、処理モード選

択画面（設定後）を表示します。 
無し 

完了ボタン 削除画面では選択できません。 Alt + C 

キャンセルボタン 
UPS グループの削除を破棄しウィザードを閉じま

す。 
無し 

ヘルプボタン ヘルプ画面を表示します。 Alt + H 

キー入力（フォーカス） 各入力項目、ボタンへ順にフォーカス移動します。 Tab 

 

【説明】 

■UPS グループまたはネットワークカードごとに削除することができます。 
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６． 処理モードを選択するダイアログが表示されます。 

 

「処理モード選択画面（設定後）例」 

 

【機能】 

■UPS グループ設定の処理モード（登録/変更/削除）を選択します。 

 

【操作】 

■「UPS グループの登録」の「２．」の【操作】を参照してください。 

 

【説明】 

■登録/変更/削除作業を続けて行うことができます。 

 

７． 設定を反映する場合は、「完了」ボタンを選択してください。続けて行う場合は作業したい処理モードをチ

ェックし、「次へ」ボタンを選択してください。設定を中断する場合は、「キャンセル」ボタンを選択してく

ださい。 
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シャットダウンタイミング 

UPS ドメインエクスプローラ画面が設定モードの状態で、「シャットダウンタイミング」タブを選択すると表示され

ます。 

 

［シャットダウンタイミング画面例］ 

 

【機能】 

■ シャットダウンタイミング画面では以下の機能を提供します。 

・ 負荷セグメントの設定 

・ １つまたは複数セグメントに繋がったコンピュータのシャットダウンタイミングの設定 

・ 電源障害時の給電時間の設定 

・ 再起動時の遅延時間の設定 
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【操作】 

機能名称 動作概要 ショートカットキー 

負荷セグメント（個別） 負荷セグメントの設定を行います。 無し 

ウィンク時間 

停電が発生してからメッセージを表示するま

での時間を指定します。 

設定範囲は秒単位で 0～999 秒です。 

Alt + W 

電源障害カウントダウン時間 

OS の自動シャットダウンを確定させるまでの

時間を指定します。 

設定範囲は分単位で 0～999 分です。 

Alt + C 

アプリケーション終了時間 
アプリケーションの終了時間を指定します。 

設定範囲は秒単位で 0～999 秒です。 
Alt + A 

システムをシャットダウンする

までに必要な時間 

OS がシャットダウンを開始してから、小型単

相 UPS を停止するまでの時間を指定します。 

設定範囲は秒単位で 0～999 秒です。 

Alt + D 

出力 
以下の 2 項目を設定する負荷セグメントを指

定します。 
Alt + O 

電源障害時の給電時間 

電源障害時の給電時間を指定します。 

UPS モニタ（コントローラ）がインストールさ

れたコンピュータが繋がっているセグメント

の設定値は、Auto 固定（UPS モニタに依存）

です。 

上記以外のセグメントの設定範囲は分単位で

0～999,Infinite（無限大）です。 

Alt + I 

再起動の遅延 
再起動の遅延時間を指定します。 

設定範囲は 0～16383 秒です。 
Alt + R 

実行コマンドエディットボック

ス 

チェックボックスをオンにすると、コマンド

の入力が可能になります。 
無し 

参照ボタン 

実行するプログラムファイルを画面上から選

択します。選択されたファイル名及びそのパ

スが設定されます。 

無し 

一括設定ログ表示ボタン※ 一括設定ログを表示します。 無し 

デフォルトボタン 設定をデフォルト値に戻します。 無し 

OK ボタン 設定を保存します。 無し 

キャンセルボタン 設定を破棄します。 無し 

ヘルプボタン ヘルプ画面を表示します。 Alt + H 

キー入力（フォーカス） 

各入力項目、ボタンへ順にフォーカス移動し

ます。 

ツリー選択時は矢印キーを使って項目の移動

をします。 

Tab 

※ 「一括設定ログ表示」ボタンは、UPS ドメインアイコン選択時のみ表示されます。 
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【説明】 

■ 負荷セグメントの設定 

負荷セグメントの設定をしていない場合、小型単相 UPS に接続しているコンピュータと周辺機器は、「システム

をシャットダウンするまでに必要な時間」を経過した時点で一斉にシャットダウンし、電源障害回復後に復電し

たとき直ぐに起動します。 

負荷セグメントの設定をする事により、必要度の低い周辺機器のシャットダウンタイミングを遅らせたり、再起

動時間を遅らせたりするように設定する事が可能となり、コンピュータのバックアップ時間を延長する事が可能

となります。 

負荷セグメントの設定を行う場合には、UPS ドメインエクスプローラ画面のツリー表示から、小型単相 UPS を選

択してください。UPS グループを選択した場合は、負荷セグメント（全体）の設定のみとなります。 

負荷セグメントの設定をするには、接続機器のアイコンを目的の負荷セグメントにドラックアンドドロップしま

す。 

例：小型単相 UPS の負荷セグメント 1にコンピュータ（UPS モニタ（メンバ））を接続している場合 

・設定前 

 

コンピュータのアイコンを、負荷セグメント 2の上にドラックアンドドロップします。 

・設定後 

 
■ シャットダウンタイミングの設定 

「ウィンク時間」を緑色、「電源障害時カウントダウン時間」を黄色、「アプリケーション終了時間」を 

オレンジ色、「システムをシャットダウンするまでに必要な時間」を赤色で表示します。 

シャットダウンタイミングを設定するには、 

①接続機器のアイコンを選択します。 

②「ウィンク時間」を秒単位、「電源障害時カウントダウン時間」を分単位、「アプリケーション終了時間」

を秒単位、「システムをシャットダウンするまでに必要な時間」を秒単位で設定します。 

この設定については、UPS モニタ 概要編「シャットダウン/リブート動作」を参照してください。 

 

■ 電源障害時の給電時間の設定 

電源障害時に負荷セグメントに繋がれた周辺機器をバックアップする時間です。 

UPS モニタ（コントローラ）がインストールされたコンピュータの場合は Auto 固定になり、「ウィンク時間」 

「電源障害時カウントダウン時間」「アプリケーション終了時間」「システムをシャトダウンするまでに必要な

時間」で設定します。 

「Infinite（無限大）」に設定してある場合は、バッテリが放電終止により小型単相 UPS が停止するまでバック

アップし続けます。 

 

電源障害時の給電時間を設定するには、 

①負荷セグメントアイコンを選択します。 

②電源障害時の給電時間を分単位で設定します。 
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■ 再起動の遅延時間の設定 

コンピュータの前にハードディスクを起動したり、コンピュータが起動した後に周辺機器を起動したりする時の

遅延時間です。 

再起動の遅延時間の設定を設定するには、 

①負荷セグメントアイコンを選択します。 

②再起動の遅延時間を秒単位で設定します。 

 

■ シャットダウンタイミングの一括設定 

UPS ドメインを選択した状態で設定を行うと、UPS ドメイン内を一括で同じ設定にすることができます。 

 

■ シャットダウンタイミング設定可能なアイコンは以下のアイコンです。 

・ UPS ドメインアイコン 

・ UPS グループアイコン 

・ 小型単相 UPS アイコン 

 

注意事項 

※接点方式インタフェースの小型単相 UPS では、再起動の遅延、負荷セグメントの設定はできません。シャットダ

ウンタイミング設定のみできます。 

※接点方式インタフェースの小型単相 UPS と組み合わせで使用した場合は、小型単相 UPS 出力の停止は行われませ

ん。 

※負荷セグメントの設定を間違えて使用すると（小型単相 UPS の負荷セグメント 1に繋いであるのに、負荷セグメ

ント 2 として設定した場合など）、OS のシャットダウン中に負荷セグメントが出力するなどの危険が有りますの

で、設定には十分注意してください。 

※電源障害時の給電時間を「Infinite（無限大）」に設定してある場合は、小型単相 UPS の出力はバッテリが 

放電終止になるまで停止しません。 

※再起動の遅延は、再設定されるまで最後の設定が維持されます。 

※「システムをシャットダウンするまでに必要な時間」は、UPS モニタが OS のシャットダウンを完了するのに 

必要な時間よりも、充分大きい値に設定してください。 
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スケジュール 

UPS ドメインエクスプローラ画面が設定モードの状態で、「スケジュール」タブを選択すると表示されます。 

 

［スケジュール画面例］ 

【機能】 

■ スケジュール運転の設定を行います。 

■ スケジュール運転では以下の機能を提供します。 

・ 小型単相 UPS 全体で、設定した時刻にシステムの起動、シャットダウンタイミングの設定に応じたアプリケ

ーションの終了、OS のシャットダウンおよび小型単相 UPS 出力の開始、停止を実行します。 

・ カレンダ設定の機能により、最大 12 ヶ月分のスケジュール設定ができます。 

・ ☆印は、指定日に設定したものを示します。○印は、実施したスケジュールを示します。 
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【操作】 

カレンダ部 

機能名称 動作概要 ショートカットキー 

年月コンボボックス スケジュールを設定する年月を選択します。 無し 

曜日ボタン 
毎週スケジュールを設定する曜日を選択しま

す。 
無し 

日付ボタン 
個別にスケジュールを設定する日を指定日と

して選択します。 
無し 

 

スケジュールの詳細設定部（カレンダ右側） 

機能名称 動作概要 ショートカットキー 

指定日ラジオボタン 
個別にスケジュールを設定する時に選択しま

す。 
無し 

毎日ラジオボタン 
スケジュール設定が可能な全ての日に対し

て、共通の設定をする時に選択します。 
無し 

毎週ラジオボタン 
スケジュール設定が可能な全ての曜日に対し

て、共通の設定をする時に選択します。 
無し 

負荷セグメント 

負荷セグメントの選択部（カレンダ下側）で

選択した、スケジュール設定する対象の負荷

セグメント名を表示します。 

無し 

年月コンボボックス スケジュール設定する年月を選択します。 無し 

日コンボボックス スケジュール設定する日を選択します。 無し 

曜日コンボボックス スケジュール設定する曜日を選択します。 無し 

起動時刻 起動時刻を指定します。 無し 

終了時刻 終了時刻を指定します。 無し 

注目するエラーの表示欄 
設定に誤りがある場合は、右上にエラーの内

容を表示します。 
無し 

注目するエラーボタン 使用しません。 無し 

 

負荷セグメントの選択部（カレンダ下側） 

機能名称 動作概要 ショートカットキー 

負荷セグメントの選択 
設定する負荷セグメントを小型単相 UPS 全体

または各負荷セグメント毎に選択します。 
無し 

一括設定ログ表示ボタン※ 一括設定ログを表示します。 無し 

デフォルトボタン 設定の内容をデフォルト設定にします。 Alt + D 

OK ボタン 
設定を保存します。注目するエラーがある場

合は、反転表示となり選択できなくなります。 
Alt + O 

キャンセルボタン 設定を破棄します。 Alt + C 

ヘルプボタン ヘルプ画面を表示します。 Alt + H 

キー入力（フォーカス） 

各入力項目、ボタンへ順にフォーカス移動し

ます。 

ツリー選択時は矢印キーを使って項目の移動

をします。 

Tab 

※ 「一括設定ログ表示」ボタンは、UPS ドメインアイコン選択時のみ表示されます。 

 



Power-SOL 取扱説明書 65 UPS ドメインコントローラ【操作編】

 

 

【説明】 

■ スケジュール画面の左上はカレンダを表示します。 

・ スケジュール設定の画面を開いた時は当月を表示し、当日の日付ボタンを選択した状態になっています。ス

ケジュールの表示可能な範囲は当月の 1 ヵ月前から当月の 11 ヶ月先までです。スケジュール設定が可能な範

囲は当日以降 12 ヶ月間になります。 

・ 過去のスケジュール設定は当月の 1ヶ月前まで参照できます。 

・ 指定日のスケジュールを設定する場合はその日付ボタンを選択します。 

・ カレンダの曜日ボタンを選択すると毎週スケジュールの設定になります。すべての選択した同一曜日のスケ

ジュールを設定します。 

 

■ 設定画面右上半分は、小型単相 UPS 全体または各負荷セグメントについて現在負荷セグメント選択部で選択した

負荷セグメントについてのスケジュールの詳細を設定します。 

・ 指定日のスケジュールを設定する場合は指定日を選択します。 

・ 毎日同じスケジュールを設定する場合は毎日を選択します。 

・ 同一の曜日に毎週同じ設定をする場合は毎週を選択します。 

 

■ 負荷セグメント選択部のバー表示は、各負荷セグメントについての出力中、停止中の時間帯の設定内容を表して

います。システムを運用している時間帯は緑色で、システムを停止している時間帯は赤色で表示しています。 

 

■ 負荷セグメント毎にスケジュールの設定を行う場合には、UPS ドメインエクスプローラ画面のツリー表示から、

小型単相 UPS を選択してください。UPS グループを選択した場合は、負荷セグメント（全体）のスケジュール設

定となります。 

 

■ スケジュールの一括設定 

UPS ドメインを選択した状態で設定を行うと、UPS ドメイン内を一括で同じ設定にすることができます。 

 

■ スケジュール設定可能なアイコンは以下のアイコンです。 

・ UPS ドメインアイコン 

・ UPS グループアイコン 

・ 小型単相 UPS アイコン 

 

注意事項 

※スケジュールの設定項目には優先順位がありません。最後に設定した内容が有効になります。 

※負荷セグメント毎にスケジュールを設定する場合は、設定モードの「シャットダウンタイミング」で負荷セグ

メントの設定をしてください。負荷セグメントの設定を変更すると、スケジュール設定の内容はすべてクリア

され、デフォルト値に戻りますので注意してください。また、必要に応じて再度スケジュール設定をしてくだ

さい。 

※接点方式インタフェースの小型単相 UPS では、この機能を利用できません。 

※スケジュール運転による小型単相 UPS 出力停止期間中でも小型単相 UPS 本体の動作は継続します。 

この間に停電や電源設備メンテナンス等による入力障害が発生すると、小型単相 UPS 本体はバッテリ運転に切

替りますが、最終的には放電によって停止します。 

この様な事態を避けるために、長期休暇や電源設備メンテナンスの際には小型単相 UPS 本体による停止操作を

行ってください。 
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効率良くスケジュール設定の作業を進めるためには、各スケジュールの設定方法をよく理解して、共通する設定内

容の数が多いものから設定していく必要があります。 

以下に、スケジュール運転の例と設定の手順について説明します。 

 

スケジュール運転の設定例 

設 定 内 容 スケジュール設定の手順 

月～金 
7:30～19:30 の間は運転

します。 

① スケジュール設定の画面を開き、毎日スケジュー

ルを選択し運転時間を設定します。 

土～日 終日停止します。 
② スケジュール設定の画面を開き、毎週スケジュー

ルを選択し、土、日を終日停止に設定します。 

指定日 

2002 年 12 月 29 日, 2002

年 12 月 30 日は特別に運

転します。 

（7:30～19:00 の間） 

③ スケジュール設定の画面を開き、指定日スケジュ

ールを選択し、12 月 29 日,12 月 30 日の運転時間

を設定します。 

設定後、「OK」ボタンを選択して画面を閉じます。 

 

スケジュール設定をする時、設定時間の違いはあってもほとんどの場合が上記の手順で設定できます。ここでは、

このスケジュール設定の例に従って各スケジュールの設定手順について説明していきます。 

 

①毎日スケジュールの設定 

毎日スケジュールを設定するにはカレンダ右側の「毎日」を選択します。 

 

[毎日スケジュールの設定例] 

 

スケジュール設定する負荷セグメントを選択し、起動時刻と終了時刻を設定します。 

毎日スケジュール設定は、当日以降 12 ヶ月間すべてのスケジュール設定として反映されます。すべて毎日スケ

ジュールに上書きされますので、毎日スケジュールの設定後、必要に応じて再度毎週スケジュール設定と指定日

スケジュール設定で設定し直してください。 

 

続いて毎週スケジュールの設定に移ります。 
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②毎週スケジュールの設定 

毎週スケジュールを設定するには左上部分のカレンダ内の曜日を選択します。あるいはカレンダ右側の「毎週」

を選択後、曜日を選択します。 

 

[毎週スケジュールの設定例] 

 

スケジュール設定する負荷セグメントを選択し、起動時刻、終了時刻を設定します。 

毎週スケジュールの設定は、当日以降 12 ヶ月間の選択した曜日のスケジュール設定として反映されます。すべて

の選択した曜日の設定は毎週スケジュールに上書きされますので、毎週スケジュールの設定後、必要に応じて再度

毎日スケジュール設定と指定日スケジュール設定で設定し直してください。 

 

続いて指定日スケジュールの設定に移ります。 
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③指定日スケジュール 

指定日スケジュールを設定するにはカレンダの年月と日付ボタンを選択します。あるいはカレンダ右側の指定日

を選択した後、設定する日付を年月、日付、曜日から選択します。 

 

[指定日スケジュールの設定例] 

 

スケジュール設定する負荷セグメントを選択し、起動時刻、終了時刻を設定します。 

設定する日が複数ある場合は、それらすべてを設定後に「OK」ボタンを選択してください。 
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ログ設定 

UPS ドメインエクスプローラ画面が設定モードの状態で、「ログ設定」タブを選択すると表示されます。 

UPS ドメインコントローラ選択時には、UPS ドメイン内で発生したすべての電源イベントログが表示されます。 

UPS グループまたは小型単相 UPS を選択した場合は、選択した UPS グループの電源イベントログが表示されます。 

 

［ログ設定画面例］ 

 

【機能】 

■ 電源ログの設定において、以下の機能を提供します。 

・ 電源ログの表示を行います。 

・ 電源ログをテキストファイルに出力します。 

・ 電源ログをクリアします。 

 

■ 計測ログの設定において、以下の機能を提供します。 

・ 計測ログデータ取得のサンプリング周期を設定します。 

・ 計測ログの保存日数を設定します。 

・ 計測ログをクリアします。 
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【操作】 

機能名称 動作概要 ショートカットキー 

電源イベントログの設定 － － 

・電源イベントログ 

電源ログをリスト表示します。表示項目は 

受信日時、警報レベル、区分、出力メッセー

ジです。 

無し 

・年月コンボボックス 
電源イベントログを表示する年月を選択しま

す。 
無し 

・ファイル出力ボタン 
電源イベントログをテキストファイルに出力

します。 
Alt + F 

・クリアボタン 

電源イベントログをクリアします。新しいロ

グの先頭に、クリアした日付と時間が書き込

まれます。 

Alt + E 

測定ログの設定 － － 

・サンプルレート 

計測ログデータ取得のサンプリング周期を指

定します。 

設定範囲は分単位で 1～59 分です。 

Alt + S 

・ログの保存期間 
ログを保存する日数を指定します。 

設定範囲は日単位で 1～999 日です。 
Alt + K 

・デフォルトボタン 

サンプルレート及びログの保存期間の設定値

をデフォルトに設定します。 

デフォルト値はサンプルレートが 30 分、ログ

の保存期間が 30 日です。 

Alt + D 

・データ削除ボタン 
計測ログをクリアします。新しいログの先頭

に、クリアした日付と時間が書き込まれます。 
Alt + U 

一括設定ログ表示ボタン※ 一括設定ログを表示します。 無し 

OK ボタン 設定を保存します。 Alt + O 

キャンセルボタン 設定を破棄します。 Alt + C 

ヘルプボタン ヘルプ画面を表示します。 Alt + H 

キー入力（フォーカス） 
各入力項目、ボタンへ順にフォーカス移動し

ます。 
Tab 

※ 「一括設定ログ表示」ボタンは、UPS ドメインアイコン選択時のみ表示されます。 
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【説明】 

■ 電源イベントログの記録される範囲は当月以前の 12 ヶ月分です。 

 

■ UPS ドメインコントローラ選択時の電源イベントログのテキスト保存 

電源ログは、テキスト形式で保存されています。 

UPS ドメイン内で発生した電源イベントログは、UPS ドメインコントローラをインストールしたディレクトリの

下の「PWRLOG」ディレクトリにあります。 

ファイル名は、poyyyymm.txt となります。 

例えば、2002 年 08 月 01 日の電源ログファイルのファイル名は「po200208.txt」となります。 

 

■ UPS グループまたは小型単相 UPS 選択時の電源ログファイルのテキスト保存 

電源ログは、テキスト形式で選択した UPS グループ内の UPS モニタ（コントローラ）のコンピュータに保存され

ています。 

UPS モニタ（コントローラ）がインストールされたディレクトリの下の「PWRLOG」ディレクトリにあります。 

ファイル名は、yyyymm.txt となります。 

例えば、2002 年 08 月 01 日の電源ログファイルのファイル名は「200208.txt」となります。 

 

■ 計測ログファイルのテキスト保存 

計測ログファイルは、CSV 形式（カンマ区切りテキスト形式）で保存されています。分析や印刷する為に、表計

算ソフトなどで読み込む事が可能です。 

UPS モニタ（コントローラ）がインストールされたディレクトリの下の「MEASURELOG」ディレクトリにあります。 

ファイル名は、yyyymmdd.VLG となります。例えば、2002 年 08 月 01 日のログファイルのファイル名は

「20020801.VLG」となります。 

ログファイルの形式は、以下のようになります。 

“サンプリング日時”,”測定ログ ID”,”入力電圧［V］”,”出力電圧［V］”,”バッテリ電圧［V］”,”出力周波数［Hz］”,”

出力容量［W］”,"装置温度[℃]" 

実データは以下のようになります。 

"2002/08/01 12:00:00","0950151600","100","100","27.0","50.0","190","25" 

 

■ ログ設定の一括設定 

UPS ドメインを選択した状態で計測ログの設定を行うと、UPS ドメイン内を一括で同じ設定にすることができま

す。 

 

■ ログ設定可能なアイコンは以下のアイコンです。 

・ UPS ドメインアイコン 

・ UPS ドメインコントローラアイコン 

・ UPS グループアイコン 

・ 小型単相 UPS アイコン 

 

 

注意事項 

※サンプルレートを小さくすると、ファイルサイズは大きくなります。ログの保存期間を大きくすると、ファイ

ルの増加に伴いディスク容量が必要になります。 

お使いのコンピュータのディスク容量を考慮して、設定してください。 

※接点方式インタフェースの小型単相 UPS では、この機能は制限されます。 

サンプリングするログは、電源障害のみとなります。「入力電圧」「出力電圧」「バッテリ電圧」「出力周波数」

「出力負荷」「装置温度」のログはとれません。 
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警告カスタマイズ 

UPS ドメインエクスプローラ画面が設定モードの状態で、「警告カスタマイズ」タブを選択すると表示されます。 

 

［警告カスタマイズ画面例］ 

 

【機能】 

■ 警報イベント発生時に「UPS ドメインエクスプローラを自動起動する/しない」の設定ができます。 

■ 警告イベント発生時にコマンド（プログラムやバッチファイル）を実行できます。 

■ 警告イベント発生時に電子メール送信ができます。 

■ 警告イベント発生時にモデムへの文字列送信ができます。 

■ 警告イベント発生時に指定ユーザのコンピュータへメッセージ送信ができます。 

■ 警告イベントが発生してから、実行するまでの遅延時間を設定できます。 
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【操作】 

機能名称 動作概要 ショートカットキー 

イベントメッセージリスト 
カスタマイズするイベントメッセージを選択

します。 
無し 

代入変数 カスタマイズに使用できる変数の一覧です。 無し 

エクスプローラを自動起動する

ラジオボタン 

イベント発生時に、エクスプローラを自動起

動します。 
Alt + N 

エクスプローラを自動起動しな

いラジオボタン 

イベント発生時に、エクスプローラを自動起

動しません。 
Alt + I 

メッセージカスタマイズ 

チェックボックス 

メッセージのカスタマイズを実行する場合

は、このチェックボックスを選択します。 

メッセージ入力ボックスが使用可能になりま

す。 

(現在、このチェックボックスは使用できませ

ん) 

Alt + T 

・メッセージエディット 

ボックス 

UPS モニタや電源ログに表示するメッセージ

を変更します。 
無し 

コマンドの実行チェック 

ボックス 

コマンドを実行する場合は、このチェックボ

ックスを選択します。選択するとコマンド入

力ボックスとテストボタンが使用可能になり

ます。 

Alt + X 

・コマンドエディットボックス 
実行するプログラムのパスとファイル名を指

定します。 
無し 

・テストボタン 
コマンドに入力したプログラムをテスト実行

します。 
無し 

電子メールチェックボックス 

電子メールを送信する場合は、このチェック

ボックスを選択します。選択すると、アドレ

ス入力ボックスとテストボタンが使用可能に

なります。 

Alt + M 

・アドレスエディットボックス 
メールサーバ、送信者および受信者のアドレ

スを指定します。 
無し 

・テストボタン 
入力したアドレスに、電子メールを送信しま

す。 
無し 

モデムに文字列を送る 

チェックボックス 

モデムに文字列を送る場合は、このチェック

ボックスを選択します。選択すると、COM ポー

トボタン、コマンド入力ボックス、テストボ

タンが使用可能になります。 

Alt + R 

・COM ポートボタン 通信ポート選択画面が表示されます。 Alt + P 

・モデムエディットボックス モデムに送信するコマンドを入力します。 無し 

・テストボタン 
入力したコマンドをモデムにテスト送信しま

す。 
無し 
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機能名称 動作概要 ショートカットキー 

ユーザにメッセージを送る 

チェックボックス 

ユーザのコンピュータにメッセージを送信す

る場合は、このチェックボックスを選択しま

す。選択すると、「全て」、「一部」ラジオボタ

ン、ユーザ選択ボックス、テストボタンが使

用可能になります。 

Alt + B 

・全てラジオボタン 
全てのユーザのコンピュータにメッセージを

送信します。 
Alt + L 

・一部ラジオボタン 
指定したユーザのコンピュータにメッセージ

を送信します。 
Alt + S 

・ユーザ選択ボックス 
メッセージを送信するユーザのコンピュータ

を指定します。 
無し 

・テストボタン 
指定したユーザのコンピュータにメッセージ

を送信します。 
無し 

遅延時間チェックボックス 

遅延時間を設定する場合、このチェックボッ

クスを選択します。選択すると、遅延時間の

設定が可能になります。 

Alt + W 

・時間設定スピンボタン 
イベントが発生してから、実行するまでの遅

延時間を秒単位で設定します。 
無し 

一括設定ログ表示ボタン※ 一括設定ログを表示します。 無し 

デフォルトボタン 設定をデフォルトに戻します。 Alt + D 

OK ボタン 設定を保存します。 Alt + O 

キャンセルボタン 設定を破棄します。 Alt + C 

ヘルプボタン ヘルプ画面を表示します。 Alt + H 

キー入力（フォーカス） 

各入力項目、ボタンへフォーカス移動します。

リスト選択時は矢印キーを使って行の移動を

します。 

Tab 

※ 「一括設定ログ表示」ボタンは、UPS ドメインアイコン選択時のみ表示されます。 
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【説明】 

■ 警告イベント発生時のコマンド実行 

指定した警告イベントが発生した時に、指定したプログラムやバッチファイルを実行する事が可能です。 

警告イベント発生時のコマンド実行を設定するには、 

①イベントメッセージリストからメッセージを選択します。 

②警告プロパティの「コマンドの実行」チェックボックスを選択します。 

③コマンド入力ボックスとテストボタンが使用可能になるので、実行したいプログラムのパスとファイル名

（必要であればパラメータも）を入力します。 

その際に、「代入変数」に表示されている変数が使用可能です。 

コマンドの実行を確認する場合は、テストボタンを選択します。 

④「OK」ボタンを選択し、設定を保存します。 

 

■ 警告イベント発生時の電子メール送信 

この電子メール送信は、Simple Mail Transfer Protocol(以下、SMTP)を利用してメール送信を行います。 

警告イベント発生時の電子メール送信を設定するには、 

①イベントメッセージリストからメッセージを選択します。 

②警告プロパティの「電子メール」チェックボックスを選択します。 

アドレス入力ボックス、「テスト」ボタンが使用可能になります。 

③アドレス入力ボックスに、メールサーバのホスト名または IP アドレス、送信者の電子メールアドレス、送

信先(受信者)の電子メールアドレスを入力します。 

入力項目の間は、必ず半角のスペースで区切ってください。 

また、複数の送信先を指定する場合は、セミコロン(;)で区切ってください。 

入力例: 
192.168.33.123 powersol@powersol.co.jp ups@powersol.co.jp;domain@powersol.co.jp 

IP アドレス 送信者の電子メールアドレス 送信先 1 送信先 2 

Powersol.co.jp powersol@powersol.co.jp ups@powersol.co.jp;domain@powersol.co.jp 

ホスト名 送信者の電子メールアドレス 送信先 1 送信先 2 

④ダイヤルアップによる接続は、Windows NT4.0(SP6.0)の場合、ダイヤルアップの設定がされていれば、ダ

イヤルアップによる送信を行います。 

Windows 2000、Windows XP、Windows Vista、Windows Server 2003 Windows Server 2008 の場合、ダイヤ

ルはしますが接続ができませんので、あらかじめ接続しておくことが必要です。 

⑤「OK」ボタンを選択し、設定を保存します。 

 

■ 警告イベント発生時のモデムへのコマンド送信 

指定した警告イベントが発生した時に、モデムへコマンドを送信する事が可能です。 

ヘイズ互換モデムであれば、AT コマンドを記述します。 

警告イベント発生時のモデムへのコマンド送信を設定するには、 

①イベントメッセージリストからメッセージを選択します。 

②警告プロパティの「モデムに文字列を送る」チェックボックスを選択します。 

通信ポートボタン、コマンド入力ボックス、「テスト」ボタンが使用可能になります。 

③通信ポートボタンを選択し、モデムに繋がっているコンピュータの通信ポートを指定します。 

④モデムへ送信する文字列を入力します。モデムへの送信を確認する場合は、「テスト」ボタンを選択します。 

例）ATDT 0,0123456789$RET$WAIT$MESSAGE$RET$WAIT 

文字列は、「代入変数」に表示されている変数が使用可能です。 

⑤「OK」ボタンを選択し、設定を保存します。 
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■ デフォルトの設定に戻す場合 

全てデフォルトの設定に戻す場合は、「デフォルト」ボタンを選択した後に、「OK」ボタンを選択してください。 

 

■ 警告カスタマイズの一括設定 

UPSドメインを選択後に警告のカスタマイズを行うと、UPSドメイン内を一括で同じ設定にすることができます。 

 

■ 警告カスタマイズ設定可能なアイコンは以下のアイコンです。 

・ UPS ドメインアイコン 

・ UPS ドメインコントローラアイコン 

・ UPS グループアイコン 

・ 小型単相 UPS アイコン 

・ UPS モニタ（コントローラ）アイコン 

 

注意事項 

※「電源異常」警告メッセージの遅延時間は、ウィンク時間とリンクしています。 

※警告イベントは小型単相 UPS により異なります。詳細は UPS モニタ 付録編「付録 B イベント一覧」を参照し

てください。 

※電子メールを送信するには、ダイヤルアップやＬＡＮ等の接続の設定が、正しく行われている必要があります。

接続の設定等は OS、アプリケーションにより異なりますので、ご使用される OS、アプリケーションのマニュ

アルをご覧ください。 

※ユーザのコンピュータにメッセージを送ることができるのは Windows NT/2000/XP/Server 2003 をご使用時に

限ります。Windows Vista/Server2008 以降の OS ではご使用になれません。 

※モデム使用時には、最初に初期化コマンドを実行してください。初期化コマンドについてはご使用のモデムの

マニュアルを参照してください。 
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セキュリティ 

UPS ドメインエクスプローラ画面が設定モードの状態で、「セキュリティ」タブを選択すると表示されます。 

 

［セキュリティ画面例］ 

 

【機能】 

■ アクセスコードの変更を行います。 

 

【操作】 

機能名称 動作概要 ショートカットキー 

現在のアクセスコード 

エディットボックス 
現在のアクセスコードを入力します。 無し 

新しいアクセスコード 

エディットボックス 

新しいアクセスコードを 50文字以内で入力し

ます。 

※UPSドメインコントローラ選択時は8文字以

上、50 文字以内で入力します。 

無し 

確認エディットボックス 
アクセスコードの確認のため､再度入力しま

す｡ 
無し 

OK ボタン 設定を保存します。 Alt + O 

キャンセルボタン 設定を破棄します。 Alt + C 

ヘルプボタン ヘルプ画面を表示します。 Alt + H 

キー入力（フォーカス） 
各入力項目、ボタンへ順にフォーカス移動し

ます。 
Tab 

 

【説明】 

■ アクセスコードを設定することにより、UPS ドメインエクスプローラの操作に制限（設定、制御モードが使用不

可）を設ける事が可能になります。 

アクセスコードを知らないユーザは、表示モードしか利用できないため、不正な変更を防ぐ事ができます。 

■ セキュリティ設定可能なアイコンは以下のアイコンです。 

・ UPS ドメインコントローラアイコン 

・ UPS モニタ（コントローラ）アイコン 
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制御モード 

■ UPS ドメインエクスプローラ画面の「モード」メニューから、「制御」を選択するか、ツールバー上の    ボタン

を選択すると制御モードになります。 

 

■ 制御モードでは、小型単相 UPS の制御を行いますので（UPS シャットダウン/リブート、UPS セルフテスト機能）

ツリー上で小型単相 UPS を選択してください。ツリー上で小型単相 UPS 配下の機器が選択されていると、上記機

能は操作できません。 

 

■ Network Agent Card を搭載した UPS を制御する場合は、UPS グループ配下のアイコンを選択したときに表示 

される「Network Agent Card への接続」ボタンを選択することにより、Network Agent Card に Telnet 接続が 

行えます。使用するコマンドは「Network Agent Card 取扱説明書」ボタンを選択し取扱説明書にて確認して 

ください。 

 

制御モードにおける、各タブメニューの操作説明を以下に記述します。 

 

UPSシャットダウン/リブート 

UPS ドメインエクスプローラ画面が制御モードの状態で、「UPS シャットダウン/リブート」タブを選択すると表示

されます。 

 

［UPS シャットダウン/リブート画面例］ 

 

【機能】 

■ 小型単相 UPS のシャットダウン及びリブートを実行します。 
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【操作】 

機能名称 動作概要 ショートカットキー 

再起動ラジオボタン 

UPS モニタ（コントローラ）、UPS モニタ（メ

ンバ）をシャットダウンし、小型単相 UPS の

出力を停止します。その後小型単相 UPS を再

起動し、出力を開始します。 

Alt + R 

タイマーラジオボタン 
「再起動」と同様ですが、シャットダウン後

の起動時刻が設定できます。 
Alt + T 

シャットダウンラジオボタン 

UPS モニタ（コントローラ）、UPS モニタ（メ

ンバ）をシャットダウンし、小型単相 UPS の

出力を停止します。 

Alt + P 

・起動時間 年月日時分 
小型単相 UPS の出力を開始する日時を設定し

ます。 
無し 

表示するラジオボタン 
実行ボタン選択時、シャットダウン及びﾘﾌﾞｰﾄ

の確認ダイアログを表示します。 
無し 

表示しないラジオボタン 
実行ボタン選択時、シャットダウン及びﾘﾌﾞｰﾄ

の確認ダイアログを表示しません。 
無し 

一括制御ログ表示ボタン※ 一括制御ログを表示します。 無し 

実行ボタン 上記で選択されている内容を実行します。 Alt + X 

ヘルプボタン ヘルプ画面を表示します。 Alt + H 

キー入力（フォーカス） 
各入力項目、ボタンへ順にフォーカス移動し

ます。 
Tab 

※ 「一括制御ログ表示」ボタンは、UPS ドメインアイコン選択時のみ表示されます。 

 

【説明】 

■ シャットダウン/リブートフロー 

「実効」ボタンを選択すると 

①UPS モニタ（メンバ）及び UPS モニタ（コントローラ）がシャットダウン 

「再起動」、「タイマー」、「シャットダウン」 

②小型単相 UPS の出力が停止 

「再起動」、「タイマー」、「シャットダウン」 

③小型単相 UPS の出力が開始 

「再起動」、「タイマー」（タイマーは設定時刻に起動） 

④UPS モニタ（コントローラ）及び UPS モニタ（メンバ）が起動 

「再起動」、「タイマー」 

■ シャットダウン/リブートの一括制御 

UPS ドメインを選択した状態で実施すると、UPS ドメイン内を一括で制御することができます。 

■ シャットダウン/リブート制御可能なアイコンは、以下のアイコンです。 

・ UPS ドメインアイコン 

・ UPS グループアイコン 

・ 小型単相 UPS アイコン 

 

注意事項 

※接点方式インタフェースの小型単相 UPS では、この機能を利用できません。 

※ソフトスイッチのコンピュータは、小型単相 UPS が再起動してもコンピュータが再起動しない場合があります。 

ご使用になる前に、コンピュータの取扱説明書を参照してください。 

※サーバをシャットダウンする場合は、ログインユーザ、ファイルの共有ユーザなどに対し、十分注意を 

してください。ユーザのファイルが損失する可能性があります。 

※ネットワークカードを使用している場合は、この機能を利用できません。 
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UPSセルフテスト 

UPS ドメインエクスプローラ画面が制御モードの状態で、「UPS セルフテスト」タブを選択すると表示されます。 

 

［UPS セルフテスト画面例］ 

 

【機能】 

■ 小型単相 UPS のセルフテストの履歴ログを表示します。 

■ 小型単相 UPS のセルフテストを実行します。 

■ セルフテストを実行すると、小型単相 UPS のバッテリ状態を表示します。 

 

【操作】 

機能名称 動作概要 ショートカットキー 

一括制御ログ表示ボタン※ 一括制御ログを表示します。 無し 

セルフテスト開始ボタン 小型単相 UPS のセルフテストを開始します。 Alt + T 

ヘルプボタン ヘルプ画面を表示します。 Alt + H 

キー入力（フォーカス） 
各入力項目、ボタンへ順にフォーカス移動し

ます。 
Tab 

※ 「一括制御ログ表示」ボタンは、UPS ドメインアイコン選択時のみ表示されます。 

 

表示名称 表示内容 

UPS 名 セルフテストを実行する小型単相 UPS 名が表示されます。 

実施日時 セルフテストの実施日時が表示されます。 

状態 セルフテスト実行時の小型単相 UPS 状態が表示されます。 

結果 セルフテスト実行状態が表示されます。 
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【説明】 

■ 選択されている小型単相 UPS が過去に行ったセルフテストの履歴ログを表示します。 

■ 小型単相 UPS の様々な部分がチェックされ、異常を発見した場合その内容を表示します。 

■ セルフテストの一括制御 

UPS ドメインを選択して実施すると、一括で UPS ドメイン内の UPS セルフテストを行うことができます。 

■ セルフテスト制御可能なアイコンは以下のアイコンです。 

・ UPS ドメインアイコン 

・ 小型単相 UPS アイコン 

 

注意事項 

※小型単相 UPS がバックアップ運転中、バイパス運転中、停止中など通常状態以外では、セルフテストは実行され

ません。 

※UPS ドメインアイコンを選択している場合は、履歴ログは表示されません。 

※接点方式インタフェースの小型単相 UPS では、この機能を利用できません。 

※小型単相 UPS 本体から実施したセルフテストの結果は、本機能では検出できません。 

この場合は、小型単相 UPS 本体で確認してください。 

※テスト予約を検出していない状態では、予約結果の表示は行えません。 

※セルフテストで異常終了となった場合、バッテリ交換が必要です。 

※ネットワークカードを使用している場合は、この機能を利用できません。 
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バージョン情報 

UPS ドメインエクスプローラ画面の「ヘルプ」メニューから、「UPS ドメインエクスプローラのバージョン情報」を

選択すると表示されます。 

 

 
［バージョン情報］ 

 

【機能】 

■ UPS ドメインエクスプローラのバージョン情報を表示します。 

 

【表示】 

表示名称 表示内容 

コンピュータ 使用中のコンピュータ名を表示します。 

IP アドレス 使用中のコンピュータの IP アドレスを表示します。 

OS 使用中の OS 名及びそのバージョンを表示します。 

UPSドメインエクスプローラ 

for Windows Ver.XX 
使用中の UPS ドメインエクスプローラのバージョンを表示します。 

 

【説明】 

■ 使用中の UPS ドメインエクスプローラのバージョン情報及びコンピュータ情報を表示します。 
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